
海
外
赴
任
す
る
″企
業
戦
士
こ
の

だ
れ
も
が
頭
を
悩
ま
せ
る
の
が
、
子

供
の
教
育
。
「現
地
の
学
校
は
ど
こ

に
す
る
」
「日
本
の
受
験
競
争
に
後

れ
を
取
ら
な
い
か
」
「帰
国
後
の
い

じ
め
は
」―
―
。問
題
は
尽
き
な
い
。

だ
が
、
大
迫
の
言
葉
に
よ
ど
み
は
な

い
。
「海
外
経
験
を
持
っ
た
子
供
は

自
分
な
り
の
文
化
を
身
に
着
け
る
。

そ
れ
を
生
か
し
育
て
る
教
育
を
目
指

せ
ば
い
い
」
。

昨
年
、
千
里
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
一

角
に
開
校
し
た
千
里
国
際
学
回
（大

阪
府
塞
山
市
、
福
田
国
弥
学
園
長
）

で
国
稿
を
受
け
持
つ
。
同
学
園
は
、

帰
国
子
女
が
八
割
強
を
占
め
る
大
阪

国
際
文
化
中
学
・高
校
に
、
外
国
人

子
弟
の
学
ぶ
大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
が
併
設
す
る
全
国
で

も
初
め
て
の
学
校
。

大
学
卒
業
後
、
最
初
に
赴
任
し
た

学
校
で
英
国
人
教
師
と
親
密
に
な

り
、
「日
本
語
教
育
に
興
味
が
わ
い

て
」
英
国
の
新
設
日
本
人
学
校
に
移

っ
た
。
四
年
間
の
渡
英
中
、
自
分
の

子
供
た
ち
も
合
め
て
、
海
外
で
の
教

っ
て
″教
育
の
バ
イ
ブ
ル
″
と
も
い

え
る
専
門
誌
「海
外
子
女
教
育
」
（海

外
子
女
教
育
振
興
財
団
発
行
）
で
今

年
二
月
ま
で
の
二
年
間
連
載
し
た
。

「子
供
は
柔
軟
で
、
簡
単
に
英
語
も

マ
ス
タ
ー
で
き
る
と
思
っ
て
い
る
人

が
い
ま
す
が
、と
ん
で
も
な
い
。
一、

二
年
の
間
は
文
字
通
り
″地
獄
の
よ

う
な
苦
し
み
″
を
く
ぐ
り
抜
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
党
悟
す
る
必
要
が

あ
る
」
と
い
う
の
が
実
感
だ
。

子
供
の
な
か
に
は
乗
り
越
え
ら
れ

ず
、
精
神
的
に
ダ
ウ
ン
す
る
子
も
い

る
。
細
が
変
に
外
国
人
に
コ
ン
プ
レ

ッ
ク
ス
を
感
じ
て
い
る
家
が
特
に
危

険
。
規
の
不
注
意
な
一言
で
も
、
子

供
は
敏
感
に
受
け
止
め
る
た
め
だ
。

「結
局
、
子
供
が
そ
の
国
に
積
極
的

な
イ
メ
ー
ジ
を
抱
く
よ
う
常
日
こ
ろ

か
ら
気
を
配
り
、
い
つ
も
挑
戦
す
る

勇
気
を
言
い
き
か
せ
る
こ
と
」
と
ア

ド
バ
イ
ス
す
る
。
ま
た
、
現
地
の
子

供
の
友
達
が
一人
で
も
で
き
る
と
、

苦
し
い
時
に
よ
く
支
え
て
く
れ
る
。

も
っ
と
も
最
近
は
、
海
外
に
行
っ

て
も
現
地
の
人
と
交
わ
ろ
う
と
せ

ず
、
日
本
人
だ
け
の
学
校
で
学
び
、

日
本
人
の
塾
に
通
う
子
供
が
増
え
て

い
る
の
が
懸
念
材
料
。
海
外
で
は
日

本
の
受
験
情
報
が
少
な
く
、
相
談
で

き
る
相
手
も
少
な
い
と
あ
っ
て
、
む

し
ろ
国
内
以
上
に
過
熱
す
る
母
親
が

多
い
。
「興
文
化
と
触
れ
合
え
る
貴

童
な
機
会
を
逃
す
な
ん
て
、
非
常
に

こ
れ
ま
で
英
国
で
の
二
校

目
が
開
校
二
年
目
だ
っ
た
の

を
除
き
、
新
設
校
の
み
を
波

り
歩
い
た
。
「自
分
で
新
し

い
伝
統
を
築
い
て
い
く
の
が

魅
力
」
と
話
す
。

英
国
か
ら
戻
る
際
、
気
に

な
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
現
地

の
友
人
に
「海
外
帰
国
子
女

中
心
の
新
設
校
に
行
く
」
と

説
明
し
た
が
、
な
か
な
か
理
解
さ
れ

な
か
っ
た
。
英
国
で
は
い
ろ
い
ろ
な

人
種
や
文
化
を
持
っ
た
子
供
た
ち
が

一緒
に
学
ぶ
の
が
当
然
。
「帰
国
子

女
専
門
校
が
必
要
な
日
本
が
い
か
に

異
文
化
の
受
け
入
れ
に
不
寛
容
か
、

思
い
知
ら
さ
れ
た
」
。

た
だ
、
現
状
で
は
同
校
の
よ
う
な

存
在
は
不
可
欠
と
み
る
。
「い
ま
は

ま
だ
、
帰
国
子
女
に
『そ
れ
は
日
本

じ
ゃ
い
け
な
い
ん
だ
よ
』
と
教
え
る

こ
と
が
利
明
、
と
す
る
教
師
が
多
過

に
気
づ
い
て
い
な
い
」
と
慣
る
。

千
里
国
際
学
園
は
音
楽
や
体
育
な

ど
の
授
業
や
ク
ラ
ブ
活
動
、
学
校
行

事
な
ど
が
全
国
で
も
例
の
な
い
、
イ

ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
と
合

同
に
な
る
。
加
え
て
、
校
則
は
①
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
②
有
害
薬
物
の
使
用

・乱
用
③
チ
ュ
ー
イ
ン
ガ
ム
を
公
止

す
る
だ
け
な
ど
、
新
し
い
試
み
に
満

ち
て
い
る
。
大
迫
自
身
も
教
科
書
に

頼
ら
ず
、
自
分
で
考
え
る
力
を
身
に

着
け
る
授
業
を
模
索
中
。　
一
つ
の
学

期
を
ま
る
ま
る
生
徒
の
発
表
に
使
う

授
業
方
法
な
ど
を
考
え
て
い
る
。「こ

の
学
校
は
、
今
後
の
日
本
の
教
育
を

変
え
る
メ
ッ
セ
ー
ジ
発
信
の
場
に
な

る
」
。
大
迫
の
ほ
（ひ
と
み
）
か
ら

は
、
教
育
改
革
へ
の
意
気
込
み
が
ひ

し
ひ
し
と
感
じ
ら
れ
て
く
る
。

（文
中
敬
称
略
）

文
　
・小
野
　
利
也

写
真
。大
泉
　
政
徳

(lυ ノ

千里国際学園教諭
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大迫 弘和さん

「こ
の
学
園
で
の
挑
戦
が
今
の
教
育
界
へ
の
メ
ッ
セ
ト
ジ
に
な
る
こ

と
を
願
い
ま
す
」
と
語
る
大
迫
さ
ん

も
っ
た
い
な
い
こ
と
で
す
」

ぎ
る
。
そ
の
子
が
死
ぬ
思
い
で
身
に

と
残
念
が
る
。　
　
　
　
　
　
着
け
た
も
の
を
否
定
し
て
い
る
こ
と



異
文
化
理
解
す
る
心
養
う

理
想
の
教
育
求
め
る
校
長

学
校
に
入
ろ
う
と
す
る
と
、

小
学
校
の
低
学
年
ぐ
ら
い
だ
ろ

う
か
、
外
国
人
の
子
供
数
人
が

遊
ん
で
い
た
。
見
知
ら
ぬ
訪
間

者
で
あ
る
筆
者
に
気
付
く
と

「こ
ん
に
ち
は
」
と

日
本
語
で
元
気
よ
く

あ
い
さ
つ
し
て
く
れ

た
。千

里
国
際
学
園
は

帰
国
生
徒
の
受
け
入

れ
を
主
た
る
目
的
に

設
立
さ
れ
た
私
立
の
中
・高
だ

が
、　
一般
日
本
人
生
徒
も
通
っ

て
い
る
。
同
一キ
ャ
ン
パ
ス
内

に
あ
る
、
外
国
人
生
徒
が
学
ぶ

大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
と
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
重

な
り
合
っ
て
動
い
て
お
り
、
授

業
は
基
本
的
に
日
英
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
で
行
わ
れ
る
。

玄
関
を
入
っ
て
正
面
に
は
図

書
館
。
生
徒
た
ち
は
さ
ま
ざ
ま

な
調
べ
も
の
で
忙
し
そ
う
だ
。

大
学
の
図
書
館
で
よ
く
見
か
け

る
居
眠
り
を
す
る
よ
う
な
輩

（や
か
ら
）
は
い
な
い
。

「授
業
は
レ
ポ
ー
ト
、
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、
デ
ィ
ベ
ー
ト

な
ど
が
多
く
取
り
入
れ
ら
れ
て

い
ま
す
。
生
徒
た
ち
は
自
主
的

に
そ
れ
ぞ
れ
の
課
題
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。
こ
の
学
校
に
は

校
則
や
制
服
、
生
徒
指
導
部
は

お
ろ
か
、
チ
ャ
イ
ム
さ
え
あ
り

ま
せ
ん
。
髪
の
毛
の
色
な
ど
何

色
に
染
め
よ
う
が
、
元
か
ら
い

ろ
ん
な
色
の
髪
の
子
が
世
界
中

か
ら
集
ま
っ
て
い
ま
す
か
ら

ね
」
と
大
迫
弘
和
校
長
。

生
徒
た
ち
は
適
性
や
興
味
に

応
じ
科
目
を
選
択
し
、
独
自
の

時
間
割
を
持
っ
て
い
る
。
得
意

科
目
は
よ
リ
レ
ベ
ル
の
高
い
ク

ラ
ス
ヘ
。
場
合
に
よ
っ
て
は
自

分
よ
り
下
の
学
年
の
生
徒
た
ち

と
学
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。
授
業

の
入
っ
て
い
な
い
時
間
も
生
徒

に
よ
っ
て
違
う
。
そ
の
間
食
事

を
し
よ
う
が
、
楽
器
を
演
奏
し

よ
う
が
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
を

し
よ
う
が
自
由
。
校
内
で
は
生

徒
の
自
主
性
が
最
も
重
要
視
さ

れ
、
い
か
に
行
動
す
る
か
は
生

徒
た
ち
自
身
が
考
え
て
い
く
。

受
験
は
特
に
意
識
し
て
い
な

い
が
、
国
公
立
大
や
有
名
私
大

へ
進
学
す
る
者
も
多
い
。

「こ
の
学
校
で
や
ろ
う
と
し

て
い
る
教
育
に
、
私
は
絶
対
的

な
自
負
が
あ
り
ま

す
。
だ
れ
と
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
し
て
も

負
け
ま
せ
ん
よ
」

受
験
戦
争
、
い
じ

め
、
校
内
暴
力
、
学

級
崩
壊
。
学
校
教
育

の
現
状
を
見
る
と
悲
観
的
に
な

ら
ぎ
る
を
得
な
い
が
、
大
迫
校

長
の
力
強
い
言
葉
を
聞
き
、
教

育
の
新
し
い
可
能
性
が
見
え
た

気
が
し
た
。

■略歴 /1953年生まれ。78年東京大学卒業後、鹿
嶋市の清真学園に国語科教諭として着任。87年渡
英し、現地の私立 日本人学校設立にかかわる。千
里国際学園の創設を機に91年帰国し同校教諭。99
年か ら校長。著書に「■41y name is…・こどもたち
のよき海外体験のために」。 日英での経験を生か
し、理想の教育に挑む府下私学で最年少の校長だ。

大 迫 弘 和 さん
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■千翼の衝づくりを考える
国際化時代の教育のあり方を求めて(07/02/16)

千里国際学園中等部 。高等部校長
大迫 弘和氏
(おおさこ ひろかず)

1953年 、東京生まれ。東京大学文学部卒。87～ 91年
在英、私立在外教育施設の設立|こ参画。91年、学校法
人千里国際学園設立を機に帰国し同校勤務。99年 4月
より校長。インターナショナルスクール総合研究所所
長。著書『A Heattful of Love こころいつぱいの愛』
(2005年翔文社)、 『この国の未来を創る学校一一日
本型国際学校の可能性』 (2006年創友社 共著)|ま
か、論文多数。

lj尋国生縫 ,外国人生縫・国内一般生徒が融合与て授業

学校法人千里国際学園は間もなく闘校16年を迎えま
す。学園は千里国際学園中等部・高等部 (SIS)と 大
阪インターナショナルスクール (OIS)か ら成―)てお
り、り需国生徒と夕1国人生徒の両方を受け入れる全国ただ
一つの存在です。千里という文教地区に立地する利点も
生かし、21世紀の教育モデル校として、日本はもとより
世界各地から高tメ 評ヽ価をいただいていると思ってしヽま
す。

SIS(よ「F謁学 1年生から轟校 3年生までのり暴国生徒・
国内一般生徒と日本の教育を希望する外国人生徒を対象に教育を行っています。一方、OI
Sは外国人生徒を対象に幼稚園から12年生 (高校 3年生にあたる)までの教育をイlFっ てしヽま
す。

両校:まキャンパスを共有し、数多くの合同授業を国際色豊かな生徒、教師たちによつて展
開しています。中等部1年生から高等部3年生までの両校生徒は音楽、美術、体育、歴史、情
報等の授業を合同で行ってしヽます。その場合の授業言語(ま英語です。また、放課後のクラブ
活動を合同で行しヽ、生徒会活動、学校行事も合同です。キャンパスは日本一と評価される国
英バイリンガル環境に包まれています。

.  ‐ ‐1● __|‐ .=‐  |.  .‐

SI SIま帰国生徒受け入れを主な目的として、1991年 (平成3年)4月 に開校。当議寺、日
本で(ま帰国生機受け入れを主目的とする高校が東京に2校、名古屋と京都に各1校ありました
が、大阪府下に1校もなかつたことから、府内にもぜひ作るべきだとしヽう社会的な要請があ
りまし′た。
もう一つ、大阪の国際化戦略の観点から、海外から関西へ来ている外国人の生徒をお預か
りする教育機関が必要としヽう声に応えて、同年9月 にスタートしたのがOISで す。二つの
社会的な要請に同時に対応するため、阪急電鉄グループ、三和銀行 (現・三菱東京UF]銀
行)、 箕面市の3者が中心となり、一つのプロジェクトとして千豊国際学園を設立しまし
た。

SIS(よ学校教育法第1条 {こ基づく・ 1条校κ`であり、法的には他の国公私立の中学・高校
と変わらない位置づけにあります。これと法的には各種学校となる「インターナショナルス

開校16年目を避える千里国際
学園

お餞い合わせ

1le1///C:ノ Usersノ HirokazuノDocuments/%E4%BD%)9C%E5(る 93%81/%E6%97%A5%E7%B5%8C%E9%96%A2%.E8%A5%BF(る こ3(‰82%B3(%E3%8… . 1ノ 3
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クール」であるOISが 一つのキヤンバスで一緒になつて活動するとしヽうのは、日本で初め‐tの言式みであり、今もつてどこにも現れていません。大阪府としてはもっと誇っていい存在
たと考えます。この学園に対する全国各地からの関心は高く、調査・研究に訪れる人も多い
ので、しヽずれ同様の国際学校が登場することでしょう。
先発のり尋国生徒受け入れ校は全国で 4校ありましたが、インターナショナルスクールと合

同の教育を行うとしヽうのは 1校もなく、そういう意味では本当のパイオニアでした。参考(こ

なるものが全くないままのス /́ワー トだつたので、それはやつばり大変苦労しました。
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法的には日本の学校であるSISと 完全にインターーナショナルスクールであるOISが 価
値観や教育観を簡単に融合できるものではありません。世界中の価値観、教育観が一つのと
ころに集まつて学校を運営していくね0すです。しかも私たちは帰国生徒以外に、国内一般生
徒でここの教育に興味、共感を持つてくださるご家庭のお子さんもお預かりしています。
約35カ国からのサ尋国生徒、そして国籍でいうと約40カ国の外国人生徒、それにずつと関

西で育ってきた地元の生徒がカロわるわけです。その三者を融合させ教育活動を行うとしヽうの
が基本的な形になつてしヽますので、 l―一つの物差しで計る教育」を行うことは不可能です。
世界中から集まつている教員たちがディスカッションしながら、教育のあり方を編み出して
いつてしヽます。そういう多様性の中で苦労しながら生み出される教育は、これまで日本にな
かつたものであり、人試倍率の高まりにも表れているように、その内容が高く評価されてき
ていると確信します。

千里国際学園 生徒数 学園全体の生徒数は現在約700人。I帰国生徒、国内一
般生徒、外国人生徒それぞれざつと3分の 1ずつの割合で
す。|まば当初目標通りのバランスです。1クラスの定員は
24人で、それを超す場合はクラスを増やします。帰国生
徒数はそのB寺の経済(1青勢などによつて大きく変動するこ
とがあるので、それに柔軟に対応するようクラス数を考
えます。
SISの 開校時の生徒数は101人。16年かけて現在5倍

近くになつています。最初のうちはほとんど婦国生徒
で、一般生徒は15人はどでした。その後一般生徒が増
え、両者が今では同数くらいになつているわけです。
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日本には約1300の私立高校があり、日本語で授業しています。一方、文部科学省が「こ
こを卒業すれば日本の大学を受験してもいい」と認めるインターナショナルスクールが16校
あり、すべて英語で授業してしヽます。その中で私たちの学校は日本語と英語の両方で授業す
る日英バイリンガルスクールです。
国内の大学合格実績でランキングされたり、偏差値で測られたりする教育をする学校では

ありません。本当に21世紀の世界で生きていくために必要な トレーニング社しています。こ
うしヽう教育に共感を持ち、この学園に興味を持つてくださる人たちが増えています。これま
でとは全く異質な教育が日本に存在すること(ま日本の豊かさを示すものであり、子供たちに
とつて必要なものだと思います。

国内一般生徒は帰国生徒、外国人生徒と一緒に学ぶ環境にあつて、時に刺激を受け、時に
刺激を与え、日々繰り返される相互啓発の中で、グローバルな発想を持つた人間として成長
しています。ビジネス用語で表現すると、′額 客満足度″はきわめて高いと自負しています。
親たちは安心して子供たちを通わせ、生徒たちは誇りを持つて卒業していきますっ
帰国生徒たちには独特の姿勢があります。外国から1′尋ってきて、地元の町には友連がいな

い。この学校が彼らのホームなのです。そういう彼らの間では、ものすごく強い絆がありま
す。例えば中等部1年生の場合、現在54人で1クラス18人 という少人数ですが、その中で全
員が信頼関係で結ばれています。
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帰回生徒が学校に入つてくるとき、最も心配するのが
勉強についてしヽけるかどうか、もう一つ1ま友達ができる
かどうか。この二つに尽きます。私たちはその不安を取
り除くことに努めてしヽます。親としてはこれに加え、特
に母親は知らなしヽ国で大変な苦労をしながら子育てをし
てしヽるので、その苦労を生かして成長していつて欲しい
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という強い期待を持つています。例えばそれは語学力で
す。そして海外で身に付けた様々な考え方も貴重です。
私たち(まそれをしつかりと受け止め、生徒一人一人の豊
かな可能性を引き出したいと願つてしヽます。
千霊国際学国はジャパニーズスクールでもない、イン

ターナショナルスクールでもなしヽ′′ジャパニーズ・ィンタ
ーーナショナルスクール″だと考えています。日本の教育の
良さ~ぐある担任制を取り入れる一方で、メ′マ米の教育で重
要な存在であるカウンセラーを置いて、両者が協力し合
いながら生徒のケアに当たっています。
帰国生徒、一般生徒、外国人生徒が一緒に授業を受け、

日経関西コンシェルジュ 1関西情報アラカル ト

日本と欧米の教育の良さを融合
させ、生徒をケアする

ク ラ する中で、語学力
一つとつても千差万芳tlで す。例えば英語による授業iこ ついて ハヽ|ナない生徒も出てきますが、
必ず親切な生徒が現れて、先生とその生徒の間の〃ブリッジ〃役を果たしてくれます。海外で
言葉に苦労してきた経験などが背後にあるので tノ よう。これによって授業のレベル社落とさ
ずに済みます。助け合いの,,簡神 :よ、この学校の文化として成立している気風です。

卒業後の進路については、9割 くらしヽが日本の大学に、後の1割前後が海外の大学に進んで
います。この学校では文系コース、理系コース、医系コースといつた考え方はなく、生徒一
人一人が自分の時間割を組むようになつてしヽるので、目標とする専門分野も多種多様です。
外国の大学に関して豊富な11臀報を持つているのが私たちの強みです。

罐輔瘍堰ヽ学量饉釉襲轟畿覇亀

土曜学校で|ま音楽も取り入れた
英語教育も行つている

千里国際学園が成果をあケずできている大きな要因の一
つとして、文教地区にあるという地

`「

♪利は児〕tソ≦せませ
ん。近くにある大阪大学、大阪外国語大学と提携して、
高等部生が阪大理学部の実験に参加したり、大阪外大の
一一般の授業を受けたりするなど、質の高い交流を進めて
います。両大学としても、中等教育機関との連携という
面で意義があるかもしれません。

2001年から i｀土曜学校」を始めています。北摂を中心
とする地11裁の小学 1～6年生を対象に、英語の基薔楚力を養うためのものです。朝9時から午後
3時まで、1クラス18～ 20人で英語を使つて一般の授業をします。生徒数74人で出発しまし
たが、大変な人気で、現在は500人を超えてしヽます。授業は1年間30日で.6年間だと180日
(こなり、「1及収力の盛んな年代だけに、発音などの進歩は目党ししヽものがあります。
学園としては、これからもこれまで取り組んできた方向でグレ‐―ドアップしながら、世界
中の教育の優れた点をもつともつと取り入れて、世界に通用するインターナショナルスクー
ルのトツプモデルを目指します。

(編集部より……「千里の街づくりを考える」のコーナーは今回をもつて終了いたします)
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 国際バカロレア（以下「IB1」という。）は、国際バカロレア機構（本部：ジュネーブ）が

実施する国際的な教育プログラムです。生徒の年齢に応じて３つの課程のプログラム（PYP、
MYP、DP2）があり、IB 機構に認定された学校（認定校）で実施されます。DP 課程を履修

し、最終試験を経て所定のスコアを取れば、国際的に認められる大学入学資格（国際バカロ

レア資格）が得られます。また、海外の大学においては、そのスコアが入学者選抜に当たっ

ての参考資料として広く活用・重視されており、海外進学のための世界共通の「パスポート」

にもなっています。政府は、「日本再興戦略-JAPAN is BACK-」（平成 25 年６月閣議決定）

において、DP認定校を2018年までに200校に大幅に増加させるとの目標を掲げています。 
今回の対談では、井上

いのうえ

洋
ひろし

日本経済団体連合会社会広報本部長、大迫
おおさこ

弘和
ひろかず

広島女学院大学

客員教授（IB 調査研究室長）・リンデンホールスクール中高学部校長、木村
き む ら

孟
たけし

東京都教育

委員会教育委員長、IB 認定校を卒業しエジンバラ大学理工学部に在学中の黒山
くろやま

真由美
ま ゆ み

さん

に、IB の教育プログラムとしての特徴や導入による効果、今後の課題等について語ってい

ただきました（以下、敬称略）。 
 
 
 

 
1 International Baccalaureate の略。 
2 PYP（プライマリー・イヤーズ・プログラム）：３～12 歳を対象として、精神と身体の両方を発達させ

ることを重視したプログラム。 
MYP（ミドル・イヤーズ・プログラム）：11 歳～16 歳を対象として、青少年に、これまでの学習と社会

のつながりを学ばせるプログラム。 
DP（ディプロマ・プログラム）：16～19 歳が対象。国際的に認められる大学入学資格（国際バカロレア

資格）が取得可能。 

特集 国際バカロレアの普及・拡大に向けて 

～グローバル人材の育成促進を目指す～ 

大臣官房国際課 

「国際バカロレア」（IB）は、国際的に認められる大学入学資格を与えるとともに、学

生の柔軟な知性の育成と国際理解教育の促進に資することを目的として、世界 140 カ国

以上の学校で実施されている国際的な教育プログラムです。現在、文部科学省では、グ

ローバル人材育成等の観点から、日本国内で IB を実施する学校の大幅な増加に取り組ん

でいます。このたび、この IB について、より多くの世代や立場の方々に幅広い理解を頂

くため、日本経済団体連合会との連携により、「月刊経団連」との連動企画として、学生・

教育者・企業の方による座談会を行いました。 

 



＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
IB との関わり 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
今里 最初に、IB との御関係を含め、自己紹介をお願いします。 

井上 経団連では IB 課程を導入している United World Colleges (UWC)3に日本人の若者

を派遣するプログラムを 1972 年から実施しており、これまで 500名以上派遣しています。

グローバル人材育成という観点では、主に大学生の内向き指向の打破を目指していますが、

その一方で、UWC に留学したいという意欲ある高校生の送り出しが支援のベースになって

います。 
大迫 福岡県にあるリンデンホールスクール中高学部という IB認定校の校長を務めていま

す。その前から、IB 関係のいろいろな私立校やインターナショナルスクールの校長という

立場で PYP、MYP、DP のプログラムをずっと見てきました。2人の子供も IB を修了して

海外の大学へ行き、父親としても IB に関わっています。 
木村 初めて IB のような海外の大学入学資格について考えさせられるきっかけは、フラン

ス人の友人を通してでした。その友人は理工系の研究者でありながら、非常に哲学的な話を

する人間でした。その理由が、彼の受けたフランスの教育に関係があることを知りました。

フランス独自の中等教育資格のための共通試験では、日本では想像できないような、非常に

深い考察と概念構築を求めるような問題が出されていました。IB も同じようなことが言え

ます。。日本に IB のような教育を取り入れることは、大学の国際競争力を高める観点から

も非常に意義があると思っています。 
黒山 立命館宇治高等学校で IB を履修し、現在は、エジンバラ大学理工学部環境学科で１

年生として学んでいます。今の大学に入学して、IB を受けてよかったなと本当に実感して

います。英語力が向上したことはもちろん、IB が大学で学ぶことを先取りしていたり、タ

イムマネジメントの仕方やレポート作成、プレゼンテーション、ディスカッションの経験な

どの学問の面以外でも、IB で学んだことが役に立っていると感じています。 
今里 それぞれのお立場から、IB の優れていると思われる点や特徴についてお伺いしたい

と思います。まず、黒山さん、現在実際に大学で学んでいる立場として、いかがでしょうか。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
考える力を養う 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
黒山 中学生時代は、勉強と言えば単語帳を作ったりして暗記するといったことをたくさ

んしていた覚えがあるのですが、IB ではそういった表面的な理解では全然追いつかなくて、

複数の教科を深く学ばないといけませんでした。例えば化学の試験では、ある実験で発生し

 
3 世界各国から選抜された高校生を受け入れ、教育を通じて国際感覚豊かな人材を要せ薄ることを目的と

する国際的な民間教育機関（本部：ロンドン、カレッジ設置国：イギリス、アメリカ、シンガポール 

等） 



た事象について、「その理由は何か、科学的根拠を示して文章で書け」といったものだった

ので、深く理解していないと解けませんでした。単刀直入に言うと、学んでいるものの理解

の深さみたいなものが、中学までの勉強と IB の勉強の大きな違いかなと思います。 
今里 木村先生のお話にあったフランスでの試験問題も、考えさせる内容とのことでした

が。 
木村 独創性・創造性にあふれる人物には２種類あります。一つ目は、エジソンのように一

般的な教育を受けなくても独創的な考えを生み出せる人たち、二つ目は、教育をきちんと受

けて、それを整理して物事を考える人たちです。教育で育てられるのは後者なので、そこを

意識して学校教育は展開すべきだと思います。私の経験でも、個々の知識量ははるかに私が

多くても、知識が非常に整理されている人を相手に議論をすると勝てないということがあ

りました。その理由は、頭の中のいろいろなところに、引き出しがしっかりと整理されて存

在していて、論理的に考えて出されてくるからなのです。これを実現できるのが IB の教育

だと思います。 
大迫 IB の優れている点として、これまでの日本の暗記型の学習に対し、探求型の概念学

習を挙げたいと思います。木村先生から「知識の整理」というキーワードが出ましたが、ま

さにそのことによって自ら概念を作っていく、そして様々な状況でそれを活用できるよう

にすることを目標にしているのが IB の大きな特徴だと思います。私の IB の教え子で、大

変優秀な、論理的思考を問うような問題で素晴らしい回答をする生徒に、日本の大学入試問

題を見せたとき、彼は「できない」と言いました。ファクトを記憶するといった暗記型の学

習をベースにして、その記憶の量を評価するような現在の日本の教育と大きく異なるのが、

IB の特徴だと思います。 
木村 10 年くらい前、日本のある大学の世界史の試験を見て衝撃を受けました。私は世界

史が好きなのですが、私には解けないような、西洋と東洋の歴史をふかん的にきちんと理解

していないと答えられない、まさに IB のような問題でした。こうした問題が日本で出され

ていたのは、多分、10 年ぐらい前が最後だったのではないでしょうか。現在、日本も IB の

ようなふかん的にコンセプトを把握する学びに向けて、ゆっくりではあるが進んでいると

思うのですが、今のままでは、日本は急速に進むグローバル化に乗り遅れてしまうのではな

いかと思います。その点で、IB を推進するメリットは相当ある。メリットと言うよりもマ

ストになってきたとすら感じます。 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
基礎学力や人間力を養う 
＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 
井上 IB では自分の意見を論理的に説明することが求められるので、そういうことをやっ

ているうちに、方法論として、基礎学力的なところも「こういう勉強でこういう知識を吸収

していかないと通用しないんだ」ということが分かってきます。IB はその点で優れている

と感じます。 



大迫 IB では、日本のように理系と文系を分けて、それぞれ履修する科目を限定するので

はなく、高校 3 年生終了時まで芸術も含めてまんべんなく勉強します。黒山さんも、今はエ

ジンバラ大学理工学部で学ばれていますが、もちろん高校では社会科学系の科目もしっか

り学ばれているはずです。こうして培われた基本的な力を高等教育で開花させるプログラ

ムになっている点も、日本の教育と違う IB の特徴であり、優れた点でもあると思います。 
さらに、「全人教育」という点も IB の特徴です。例えば奉仕活動を含めた様々な活動や課

題論文など、教科学習以外の活動でも力をつけさせ、よりよい世界の構築のために貢献でき

る行動につなげていく、という考え方を持ったプログラムでもあります。 
今里 PISA4の結果によれば、日本人は学びの意欲が割と少ないと言われたりもしますが、

お話を伺っていて、IB はこうした点もうまく乗り越えていけるのではないかという感じが

致しました。 

 
4 OECD 生徒の学習到達度調査 

 

大迫広島女学院大学客員教授、ﾘﾝﾃﾞﾝﾎｰﾙｽｸｰﾙ中高学

部校長。国内の多くの学校からの IB導入に関する
相談にも応じている。 
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生徒が集う学園
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―
―
本
日
は
大
阪
の
千
里
国
際
学
園
に

お
じ
ゃ
ま
し
て
お
り
ま
す
。
ど
う
ぞ
よ

ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

ま
ず
、
こ
ち
ら
の
学
校
は
、
日
本
で

は
他
に
例
の
な
い
学
校
と
い
う
こ
と
で

す
が
、
そ
の
あ
た
り
か
ら
ご
紹
介
し
て

い
た
だ
け
ま
す
で
し
よ
う
か
。

千
里
国
際
学
園
は
中
学
・高
校
の
六

学
年
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。　
一方
の

大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル

は
、
幼
稚
園
か
ら
高
校
ま
で
で
構
成
さ

れ
る
外
国
人
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り

す
る
国
際
学
校
で
す
。
こ
の
二
つ
の
学

校
は
、
両
校
の
中
学
部
・高
等
部
が
一

体
と
な
っ
て
、
中
高
六
年
間
、　
一
つ
の

学
校
と
し
て
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
音
楽
、
美
術
、
体
育

と
い
っ
た
授
業
あ
る
い
は
学
校
行
事
・

ク
ラ
ブ
な
ど
を
合
同
で
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
の
合
同
教
育
活
動
は
英
語

で
行
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
千
里
国
際
学

園
の
立
場
か
ら
い
う
と
、
イ
マ
ー
ジ
ョ

ン
プ
ロ
グ
ラ
ム

，
註
に
な
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
言
語
系
の
授
業
に
関
し

て
は
、
私
ど
も
の
学
園
に
は
、
世
界
各

国
か
ら
の
帰
国
生
徒
が
多
数
お
り
ま

す
。
彼
ら
の
中
に
は
、
第
一言
語
が
英

語
で
あ
る
子
ど
も
た
ち
も
い
る
わ
け

で
、
そ
の
子
ど
も
た
ち
は
千
里
国
際
学

園
の
生
徒
で
す
が
、
大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
授
業
を
受
け
ら

れ
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
大
阪
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
は
国
際
バ

カ
ロ
レ
ア
（Ｉ
Ｂ
／
二
十
七
頁
参
照
）

の
カ
リ
キ
ユ
ラ
ム
を
持
っ
て
お
り
ま
す

の
で
、
千
里
国
際
学
園
の
生
徒
が
、
こ

の
授
業
を
受
け
る
こ
と
も
出
来
る
の
で

す
。あ

る
い
は
逆
に
、
大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
の
外
国
人
生
徒

で
、
日
本
の
滞
在
が
長
く
な
っ
て
い
る

と
、
も
う
見
事
な
関
西
弁
を
わ
あ
つ
と

し
ゃ
べ
り
ま
す
か
ら
（笑
）、
そ
う
い

う
子
ど
も
た
ち
は
、
千
里
国
際
学
園
の

国
語
の
授
業
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
も
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
両
校
の
ど

こ
に
在
籍
し
て
い
る
か
と
い
う
よ
り

も
、
完
全
に
枠
を
超
え
て
、
そ
の
生
徒

に
と
つ
て
一番
適
当
と
思
わ
れ
る
ク
ラ

ス
に
入
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
す
。
特

に
言
語
系
で
は
そ
れ
を
徹
底
し
て
や
っ

て
い
ま
す
。

―
―
そ
う
し
ま
す
と
、
個
人
の
言
語
能

力
へ
の
対
応
だ
け
で
は
な
く
て
、
そ
れ

ぞ
れ
個
人
的
な
希
望
に
よ
っ
て
も
細
か

な
学
習
の
選
択
肢
が
用
意
さ
れ
て
い
る

と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

そ
う
で
す
。
選
択
と
い
う
の
は
こ
の

学
校
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一
つ
で
、
あ
く

INTERVIEW



※註)イマージョンプログラム
(immersiOn Program)

学習中の言語 (英語)を 使 って授
業に参加 しながら言語 (英語)を
習得 する学習方法 をイマージョ
ンプログラムとぃう。
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ま
で
も
個
と
い
う
も
の
を
対
象
に
教
育

を
し
て
い
ま
す
の
で
、
個
に
基
づ
い
た

選
択
と
い
う
の
が
こ
の
学
校
で
の
基
本

的
な
コ
ン
セ
プ
ト
な
の
で
す
。

授
業
に
関
し
て
も
、
例
え
ば
、
イ
ン

ド
人
の
シ
ャ
ミ
・ダ
ツ
タ
と
い
う
社
会

科
の
先
生
は
、
千
里
国
際
学
園
で
授
業

を
す
る
と
き
は
日
本
語
で
授
業
を
し
ま

す
。
大
阪
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク

ー
ル
で
授
業
を
す
る
と
き
は
英
語
で
し

ま
す
。
両
校
で
行
う
ワ
ー
ル
ド
ヒ
ス
ト

リ
ー
と
い
う
授
業
が
あ
る
の
で
す
が
、

こ
れ
は
合
同
で
す
か
ら
英
語
で
や
る
わ

け
で
す
。
だ
か
ら
、
彼
の
教
室
は
こ
の

学
校
の
一
つ
の
シ
ン
ボ
リ
ツ
ク
な
雰
囲

気
を
持
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
結
果
、
完
全
な
日
英
バ
イ
リ
ン

ガ
ル
環
境
が
形
作
ら
れ
て
い
る
と
言
う

意
味
で
、
こ
れ
だ
け
の
国
際
環
境
を
持

ち
、
個
に
対
応
し
た
多
様
な
授
業
を
提

供
し
て
い
る
中
等
教
育
機
関
（中
学
・

高
校
）
は
今
の
日
本
に
は
ど
こ
に
も
な

い
と
思
い
ま
す
。

―
―
校
長
先
生
の
お
話
を
伺
っ
て
い
ま

す
と
、
確
か
な
教
育
の
理
想
が
あ
っ
て
、

そ
の
上
に
こ
の
学
校
が
成
り
立
っ
て
い

る
と
い
う
印
象
を
持
ち
ま
す
。

さ
ら
に
教
育
の
本
質
い
わ
ゆ
る
ソ
フ

ト
面
か
ら
の
お
話
を
し
ま
す
と
、
こ
の

学
校
で
は
、
と
に
か
く
「考
え
る
」
と

い
う
こ
と
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。
で

す
か
ら
、
い
わ
ゆ
る
参
加
獲
得
型
の
授

業
、
格
闘
型
、
デ
ィ
ベ
ー
ト
（討
論
の

学
習
）、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ヨ
ン
（話
し

合
い
）、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ヨ
ン
（発

表
に
よ
る
提
案
）、
実
験
・観
察
。発

表
、
こ
れ
ら
の
学
習
を
授
業
の
中
で
非

常
に
た
く
さ
ん
用
意
し
て
い
ま
す
。

―
―
表
現
や
発
表
に
よ
る
授
業
は
、
子

ど
も
た
ち
の
個
性
を
伸
ば
す
意
義
あ
る

取
り
組
み
だ
と
思
い
ま
す
。
も
う
一方

で
お
聞
き
し
た
い
の
は
、
生
活
面
の
指

導
は
、
ど
の
よ
う
に
さ
れ
て
い
る
の
で

し
よ
う
か
。

こ
の
学
園
は
、
中
学
生
と
高
校
生
を

対
象
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
い
わ
ゆ
る

し
つ
け
と
い
う
か
生
活
面
に
つ
い
て

も
、
し
っ
か
り
と
育
て
て
ゆ
く
必
要
が

あ
る
わ
け
で
す
。
そ
こ
で
、
私
た
ち
は

「五
つ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
」
含
一十
六
頁
参

照
）
を
提
示
し
て
い
ま
す
。
学
校
は
こ

れ
し
か
示
さ
な
い
の
で
、
生
徒
は
何
が

正
し
く
て
、
何
が
間
違
っ
た
行
動
か
、

と
い
う
こ
と
を
自
分
で
決
定
し
て
ゆ
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
生
徒
に
は
自
由
が

あ
る
け
れ
ど
、
同
時
に
責
任
も
与
え
ら

れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、
こ
の
学
園
で

は
、
中
等
部
三
年
生
か
ら
選
択
教
科
が

出
て
く
る
の
で
、
時
間
割
を
自
分
で
組

み
ま
す
。
「あ
あ
、
こ
の
学
校
で
は
時

間
割
づ
く
り
ま
で
考
え
る
こ
と
の
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
と
し
て
設
定
さ
れ
て
い
る
ん

だ
」
と
子
ど
も
た
ち
は
気
が
つ
き
ま
す
。

授
業
で
も
考
え
る
、
そ
し
て
授
業
以
外

で
も
「五
つ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
」
で
考
え

ま
す
。
「考
え
る
」
と
い
う
こ
と
で
こ

の
キ
ャ
ン
パ
ス
が
覆
わ
れ
て
い
る
の
で

す
。授

業
で
は
「考
え
よ
う
」
と
言
い
な

が
ら
、
生
活
指
導
に
お
い
て
多
く
の
制

約
を
設
け
る
こ
と
を
し
ま
す
と
、
二
つ

の
違
っ
た
価
値
観
を
示
す
こ
と
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
子
ど
も
た
ち
に

と
っ
て
ダ
ブ
ル
バ
イ
ン
ド
（二
重
の
拘

束
）
の
状
態
で
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

こ
う
し
た
状
態
に
配
慮
し
て
、
千
里
国

際
学
園
で
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
面
で
「考

え
る
」
と
い
う
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
一貫

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
教

育
の
一貫
性
と
い
う
も
の
は
、
ど
の
学

校
で
も
持
つ
べ
き
で
は
な
い
か
、
と
私

は
強
く
思
っ
て
い
ま
す
。

―
―
「五
つ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
」
は
、
素

晴
ら
し
い
で
す
ね
。
今
日
の
多
く
の
学

校
で
は
、
ど
の
よ
う
に
教
育
の
本
質
を

取
り
上
げ
よ
う
か
、
と
試
行
錯
誤
の
試

み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
学
園
は
「五
つ
の
リ
ス
ペ
ク
ト
」

だ
け
を
掲
げ
て
い
ま
す
。
だ
け
ど
、
た

い
へ
ん
秩
序
あ
る
生
活
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
服
装
な
ど
も
、
落
ち
着
い
た
、

も
ち
ろ
ん
若
者
た
ち
独
特
の
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
と
い
う
の
は
あ
り
ま
す
け
れ
ど

も
、
あ
ま
り
細
か
い
こ
と
を
言
わ
な
い

ほ
う
が
、
か
え
つ
て
秩
序
あ
る
生
活
を

子
ど
も
た
ち
が
自
然
に
身
に
備
え
て
い

く
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
気
が
し
ま
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す
。
反
発
す
る
も
の
が
な
い
で
す
か
ら
、

そ
う
す
る
と
自
然
に
生
徒
た
ち
が
適
当

と
思
わ
れ
る
も
の
を
選
択
し
て
い
く
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ

に
彼
ら
の
コ‘
える
」
と
い
つ行
為
が
、

自
ず
か
ら
存
在
す
る
よ
う
に
な
る
と
思

つヽ
の
で
す
。́

こ
の
よ
う
に
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る

こ
と
に
よ
っ
て
、
そ
こ
に
何
が
生
み
出

さ
れ
る
か
と
い
う
と
、
「先
生
方
が
私

た
ち
を
信
頼
し
て
く
れ
て
い
る
」
と
い

う
実
感
だ
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
を
子
ど

も
た
ち
が
感
じ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と

が
、
教
育
に
と
っ
て
非
常
に
人
事
だ
と

思
う
の
で
す
。
生
徒
か
ら
の
作
文
に
も

「私
た
ち
へ
の
信
頼
に
基
づ
い
た
教
育

を
し
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
」
と
い
う
言

葉
が
出
て
く
る
の
で
す
が
、
そ
の
結
果
、

彼
ら
は
安
心
感
を
得
て
い
る
と
思
う
の

で
す
。
こ
の
学
園
の
子
ど
も
た
ち
は
、

す
ご
く
ニ
コ
ニ
コ
し
て
い
る
の
で
す

が
、
そ
れ
は
多
分
、
先
生
方
に
信
頼
さ

れ
て
い
て
、
そ
し
て
見
守
ら
れ
て
い
る

と
い
う
安
心
感
を
持
っ
て
生
活
を
し
て

い
る
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。

―
―
個
に
基
づ
い
た
教
育
が
こ
の
学
園

の
基
本
姿
勢
だ
と
い
う
こ
と
で
す
が
、

先
生
方
が
生
徒
の
個
を
尊
重
し
て
接
す

る
と
い
う
こ
と
が
、
こ
う
し
た
信
頼
関

係
を
作
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
ね
。

そ
う
で
す
ね
。
こ
こ
で
は
複
数
に
対

し
て
の
教
育
で
は
な
く
て
、
二
人
称
単

数
に
よ
る
「あ
な
た
の
た
め
」
の
教
育

な
の
で
す
。
こ
の
こ
と
を
生
徒
は
感
じ

て
い
る
よ
う
で
す
。

―
―
こ
の
個
に
基
づ
い
た
教
育
は
、
こ

ち
ら
の
学
校
か
ら
発
信
さ
れ
る
価
値
が

と
て
も
高
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
こ

れ
が
新
し
い
教
育
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
一

つ
で
は
な
い
か
と
感
じ
る
と
こ
ろ
で

す
。
そ
こ
で
今
度
は
、
校
長
先
生
が
考

え
ら
れ
る
理
想
の
教
育
と
は
ど
の
よ
う

な
も
の
で
し
よ
う
か
。

こ
の
学
園
は
中
等
教
育
機
関
（中

学
・高
校
）
で
す
か
ら
、
こ
こ
で
完
結

す
る
教
育
で
は
な
く
て
、
先
に
つ
な
げ

る
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
。
今

の
日
本
に
は
偏
差
値
に
基
づ
い
た
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
表
が
あ
つ
て
、
希
望
す
る

大
学
を
そ
こ
か
ら
ビ
ツ
ク
ア
ツ
プ
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
そ
れ

を
や
め
た
い
な
、
と
思
っ
て
い
る
の
で

す
。
例
え
ば
、
心
理
学
を
勉
強
し
た
い

と
生
徒
が
希
望
し
た
場
合
、
国
の
内
外

を
問
わ
ず
、
「ゝ
」う
い
う
大
学
が
あ
る
」

と
世
界
中
の
す
べ
て
の
可
能
性
を
彼
ら

の
可
能
性
と
し
て
示
し
て
あ
げ
た
い
の

で
す
。
日
本
の
大
学
ラ
ン
キ
ン
グ
表
か
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ら
ピ
ツ
ク
ア
ツ
プ
す
る
の
で
は
な
く

て
、
日
本
と
い
う
枠
組
み
を
超
え
た
中

で
の
大
学
選
択
を
視
野
に
入
れ
て
、
そ

れ
を
可
能
に
し
た
い
の
で
す
。
だ
か
ら
、

こ
の
学
園
で
は
そ
れ
を
可
能
に
す
る
た

め
の
教
育
を
し
て
い
ま
す
。
そ
う
す
る

と
、
あ
の
偏
差
値
だ
け
の
日
本
の
大
学

ラ
ン
キ
ン
グ
表
と
い
う
も
の
を
越
え
て

い
け
る
と
思
う
の
で
す
。

―
―
そ
こ
に
は
、
子
ど
も
た
ち
の
個
性

や
夢
を
ど
こ
ま
で
も
大
切
に
す
る
と
い

，ｐ
型
育
が
感
じ
ら
れ
ま
す
ね
。
最
後
に
、

こ
の
学
園
の
こ
れ
か
ら
の
ビ
ジ
ョ
ン
に

つ
い
て
お
話
い
た
だ
け
ま
す
か
。

一
つ
一
つ
の
教
育
内
容
を
よ
り
充
実

さ
せ
て
い
く
こ
と
が
一番
で
す
が
、
同

時
に
、
常
に
閉
じ
ら
れ
て
い
な
い
学
校

で
あ
り
た
い
で
す
。
そ
の
一
つ
と
し
て
、

大
阪
外
国
語
大
学
と
の
連
携
が
あ
り
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
が
大
阪
外
国
語
大
学

の
授
業
を
受
け
に
い
っ
て
、
単
位
を
認

定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
理
系
で
は
大

阪
大
学
の
理
学
部
と
サ
イ
エ
ン
ス
・パ

ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・プ
ロ
グ
ラ
ム
と
い

う
、
こ
れ
は
文
部
科
学
省
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
展
開
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。も

う
一
つ
は
、
こ
こ
か
ら
車
で
す
ぐ

の
所
に
官
民
一体
に
な
っ
た
「彩
都
」

と
い
う
三
十
一世
紀
型
の
都
市
開
発
プ

ロ
ジ
エ
ク
ト
が
あ
り
ま
す
。
こ
こ
か
ら

も
声
を
か
け
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

そ
こ
の
里
山
に
こ
の
学
園
の
子
ど
も
た

ち
が
入
っ
て
、
大
規
模
な
都
市
づ
く
り

と
自
然
環
境
を
テ
ー
マ
と
し
な
が
ら
、

そ
の
場
を
本
校
の
第
一^
キ
ャ
ン
パ
ス
と

し
て
使
わ
せ
て
も
ら
う
こ
と
を
考
え
て

い
ま
す
。

い
く
つ
か
の
例
を
上
げ
ま
し
た
が
、

こ
の
よ
う
に
学
校
を
オ
ー
プ
ン
に
し
な

が
ら
、
常
に
前
向
き
に
動
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
、
必
要
な
こ
と
だ
と
思
う

の
で
す
。
新
し
い
発
想
に
よ
っ
て
、
学

校
全
体
が
一
つ
の
生
命
体
と
し
て
動
い

て
い
な
い
と
、
本
当
の
意
味
で
生
徒
の

個
と
向
き
合
う
こ
と
が
出
来
な
い
と
考

え
る
か
ら
で
す
。
で
す
か
ら
、
今
後
も
、

い
ろ
い
ろ
な
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、
よ
り
よ
い
状
態
で
こ
の
学
園
を
揺

り
動
か
し
て
い
く
こ
と
を
、
私
は
イ
メ

ー
ジ
と
し
て
描
い
て
い
ま
す
。

―
―
率
直
に
申
し
ま
し
て
、
と
て
も
感

動
し
ま
し
た
。
貴
重
な
お
時
間
を
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

聞
き
手

芦̈
田
博
（教
育
担
当
）

英語で行われる音楽の1授業,′ ンヽドのクラス)
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「グローバル人材の育成」
正式に国際バカロレア認定校となったリンデンホール
スクール。英語イマージョンと21世紀型教育で日本の
リーデイングスクールとして育てあげ、教育改革の起爆
剤にする。
2018年までに国際バカロレア (lB)の認定校及び候補校を200校に増やすという
閣議決定がなされ、日本でもいよいよ21世紀型学力育成へとシフトチェンジした。この
プロジェクトの牽引役でもある大迫弘和校長に、国際バカロレアの目指すものと英語lB
を行うリンデンホール中高学部の可能性について、話しを聞く。

財
嫁
の
濃
蛹
催
か
け
た
、

薇
っ亀
な
し
の
な
爾
鍍
薫

Ｉ
Ｂ
校
を
拡
大
す
る
国
家
プ
Ｒ
ン
ェ

ク
ト
が
ス
タ
ー
ト
し
て
１
年
が
経
ち
ま

し
た
。
４
月
に
Ｉ
Ｂ
日
本
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
委
員
会
と
し
て
報
告
書
を
だ
し

た
と
こ
ろ
で
す
が
、国
策
と
し
て
一歩

踏
み
出
し
た
こ
の
国
家
プ
ロ
ジ
ェク
ト

を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
、さ
ま
ざ
ま
な

分
野
の
見
識
者
が
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で

頑
張
って
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

そ
も
そ
も
な
ぜ
今
日
本
に
Ｉ
Ｂ
ス

ク
ー
ル
を
作
る
事
に
な
った
か
。そ
れ

を
一言
で
言
え
ば
、日
本
の
こ
れ
ま
で

の
教
育
に
限
界
が
見
え
て
き
た
と
い

つゝ
」ゝと
で
す
。最
初
に
押
さ
え
て
お
き

た
い事
は
、今
回
の
教
育
改
革
の
動
き

は
、教
育
界
か
ら
出
て
き
た
の
で
は
な

く
、産
業
界
の
切
実
な
思
い
か
ら
沸
き

起
こ
って
き
た
こ
と
だ
と
い
つ
こ
と
で

す
。ビ
ジ
ネ
ス
が
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て

い
く
中
で
、ゝ
」れ
ま
で
の
や
り
方
を
踏

襲
し
て
い
て
は
、日
本
は
立
ち
行
か
な

く
な
り
ま
す
。今
求
め
ら
れ
て
い
る
人

材
が
育
って
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
、グ

ロ
ー
バ
ル
時
代
に
対
応
し
て
、日
本
を

引
っ張
って
い
け
る
よ
う
な
人
材
育
成

の
た
め
に
、国
を
あ
げ
て
２‐
世
紀
型
の

教
育
改
革
が
行
わ
れ
よ
う
と
し
て
い

る
の
で
す
。
そ
こ
が
、
こ
れ
ま
で
の
教

育
改
革
と
は
一を
つと
こ
ろ
で
す
。

□
鋏
バ
鑢
磯
レ
露
鐘
、

鰻
懺
砒
眩
診
伽
蛉
爾
又
ず
は

ほ
頼
の
踪
け
鶴
プ
爾
ゲ
鬱
』

で
は
な
ぜ
そ
れ
が
Ｉ
Ｂ
な
の
か
。そ

れ
は
Ｉ
Ｂ
が
現
状
の
課
題
を
解
決
す

る
上
で
最
も
信
頼
で
き
る
世
界
標
準

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
だ
か
ら
で
す
。

し
か
し
、ゝ
」れ
ま
で
日
本
人
は
極
め

て
級
密
に
完
成
さ
れ
た
偏
差
値
型
教

育
を
受
け
て
い
る
の
で
、
２‐
世
紀
型
の

教
育
改
革
を
行
う
た
め
に
は
、そ
れ
を

完
全
に
リ
セ
ツト
し
て
新
し
い
価
値
観

を
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
ｃ

で
す
が
、そ
れ
は
簡
単
な
こ
と
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。そ
れ
で
も
私
自
身
は
手
応

え
を
感
じ
て
い
ま
す
。と
い
つ
の
も
、

全
国
を
回
って
い
る
と
「根
本
的
に
日

本
の
教
育
を
変
え
て
い
か
な
け
れ
ば
、

教
育
者
と
し
て
の
責
任
を
呆
た
せ
な

い
」と
い
つヽ
数〔い
思
い
を
も
って
い
る

先
生
に
た
く
さ
ん
出
会
つヽか
ら
で
す
。

Ｉ
Ｂ
は
よ
り
良
い、よ
り
平
和
な
世

界
を
築
く
こ
と
に
貢
献
す
る
若
者
を

育
て
る
こ
と
を
使
命
に
し
て
いま
す
。

生
涯
に
わ
た
って
学
び
続
け
、個
人
及

び
共
同
体
の
幸
福
を
追
求
し
て
いく
、

そ
の
よ
う
な
人
生
を
生
き
抜
く
た
め

の
準
備
を
整
え
て
あ
げ
る
の
が
Ｉ
Ｂ
の

教
育
で
す
。世
界
の
名
門
大
学
に
進
む

生
徒
も
決
し
て
珍
し
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、大
切
な
の
は
大
学
で
ど
の
よ
う
に

自
己
の
才
能
を
開
花
さ
せ
て
いけ
る
か

と
で
つ
こ
と
で
す
。
」ヽの
よ
う
な
考
え

方
を
持
つ教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
が
世
界
的

に
高
い評
価
を
得
る
の
は
当
然
の
こ
と

で
し
ょ
２ヽ

蟻
亀
う
れ
は
飲
趾
珀
は
、

Ｌ
儀
舅
咤
蛉
饉
削
移

洟
慾
炒
て
い
く
な
鵞
ヘ

こ
れ
ま
で
の
日
本
の
教
育
の
ゴ
ー
ル

は
試
験
で
あ
り
、偏
差
値
を
あ
げ
る

た
め
に
ひ
た
す
ら
覚
え
る
と
い
う
こ

と
を
や
って
き
ま
し
た
。
で
も
そ
こ
に

は
学
び
の
意
味
が
示
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
ご^
」れ
か
ら
は
そ
の
よ
う
な
シ
ナ
リ

オ
を
乗
り
越
え
て
い
か
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
。

な
ぜ
な
ら
、す
で
に
国
と
い
つ概
念

が
変
わ
′
いヽ
る
か
ら
で
す
）例
え
ば

Ｅ
Ｕ
は
あ
る
意
味
国
と
い
う
概
念
を

消
し
た
中
で
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
豊
か

さ
を
求
め
て
い
ま
す
。日
本
の
豊
か
さ

や
幸
せ
を
求
め
る
の
で
あ
れ
ば
、世
界

の
豊
か
さ
も
求
め
な
く
て
は
、日
本
も

豊
か
に
は
な
れ
な
い
の
で
す
。そ
の
地

球
市
民
と
し
て
の
マ
イ
ン
ド
は
、Ｉ
Ｂ

を
習
得
し
た
生
徒
に
は
深
く
根
付
い

て
いま
す
。

Ｉ
Ｂ
は
も
と
も
と
世
界
の
様
々
な

国
に
滞
在
し
な
が
ら
大
学
進
学
を
目

指
す
生
徒
た
ち
の
、国
際
的
な
共
通

カ
リ
キ
〓
フム
と
し
て
開
発
さ
れ
た
世

界
共
通
の
大
学
進
学
資
格
で
、
Ｄ
Ｐ

を
終
了
後
統
一試
験
に
合
格
す
る

と
、世
界
２
５
０
０
以
上
の
大
学
の
入

学
資
格
と
し
て
認
め
ら
れ
ま
す
。
日

本
で
も
東
大
・京
大
・筑
波
大
を
初
め

と
す
る
国
公
立
大
学
や
早
稲
田
・慶

応
な
ど
有
名
私
大
が
こ
ぞ
って
Ｉ
Ｂ
の

認
定
ス
コ
ア
を
入
学
選
抜
に
採
用
す

る
と
発
表
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
Ｉ
Ｂ

を
卒
業
し
た
生
徒
は
、
世
界
と
日
本

ど
ち
ら
も
同
時
に
出
願
す
る
こ
と
が

で
き
る
の
で
す
。

Ｉ
Ｂ
の
教
科
学
習
の
内
容
そ
の
も
の

は
日
本
の
学
習
指
導
要
領
と
特
に
変

わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。し
か
し
、教
え

方
が
根
本
的
に
違
う
の
で
す
。日
本
の

校長大迫 弘和
東京生。東京大学文学部卒業。1987年 -1991年在英。
IB日 本アドバイザリー委員会委員等要職を多数務め、国際
バカロレアの国内普及のため文部科学省及び国際バカロ
レア機構に協力している国際バカロレア教育の国内第一人
者。詩人としても活動している。『国際バカロレアを知るため
に』(編著 水王舎 2014)『 国際バカロレア入門―融
合による教育イノベーション』(学芸みらい社 2013)『がっ
こう』(かまくら春秋社 2012)等著書多数。

教育改革について
熱い想いを語る大迫氏

化学の授業風景
自分で実験を考える

良い教師は、良い質問をして生徒に考えさせる



教
育
は
知
識
を
教
え
る
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

で
す
が
、Ｉ
Ｂ
は
生
徒
自
ら
が
考
え
て

い
け
る
よ
う
に
、
フ
ア
ンリ
テ
ー
ト
す

る
の
が
教
師
の
役
目
で
す
。
つ
ま
り
、

よ
い
教
師
と
い
つ
の
は
、よ
い
質
問
が

で
き
る
人
な
の
で
す
。

リ
ン
デ
ン
藤
量
ルの襲
辣
畳
鰺
濾

圏
本
の囀
で
鶴
眈
覆
な
いた
レベル

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
成
功
に

導
く
た
め
に
は
、
成
功
事
例
・

リ
ー
デ
イ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
が
必
要

で
す
。
私
は
全
国
に
Ｉ
Ｂ
ス
ク
ー

ル
を
広
げ
る
た
め
に
文
科
省
と
国

際
バ
カ
ロ
レ
ア
機
構
の
お
手
伝
い

を
し
て
い
ま
す
が
、
リ
ン
デ
ン

ホ
ー
ル
ス
ク
ー
ル
が
そ
の
リ
ー

デ
イ
ン
グ
ス
ク
ー
ル
と
し
て
の
役

割
を
担
う
も
の
と
し
て
期
待
も

し
て
い
ま
す
し
、
校
長
と
し
て
今

い
る
子
ど
も
達
の
た
め
に
も
な
ん

と
し
て
も
成
功
さ
せ
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。

リ
ン
デ
ン
ホ
ー
ル
中
一日
学
部
は

昨
年
正
式
に
Ｉ
Ｂ
の
認
定
校
と
な

り
、
今
年
の
４
月
か
ら
高
校
２
年

生
に
な
る
生
徒
た
ち
が
Ｉ
Ｂ
を
学

び
始
め
ま
し
た
。
そ
の
内
容
と
教

員
の
質
は
、
世
界
中
で
さ
ま
ざ
ま

な
教
育
現
場
を
見
て
き
た
私
の
目

か
ら
見
て
も
群
を
抜
い
て
お
り
、

全
国
の
一条
校
の
中
で
も
最
高
レ

ベ
ル
の
授
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
あ
る
日
の
社
会
の
時
間
に

行
わ
れ
て
い
た
の
は
、第
一次
世
界
大

戦
に
つ
い
て
、そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
立
場

に
立
って
相
手
を
説

得
す
る
と
い
？
も
の

で
し
た
。
」ゝの
授
業

を
行
う
た
め
に
は
、

生
徒
た
ち
は
事
前

に
第
一次
世
界
大

戦
が
起
こ
った
北旦
京

や
史
実
を
調
べ
な

Special Advefiising Section

「国際バカ国レア認定校」となったリンデンホール中高部校舎外観

lL4性を伸ばすプログラム

高校2年時の夏季休業中に約2週間、海外研修
旅行で米国を訪れます。米国名門大学の実際の
キヤンノヽスライフに触れるのはもちろんの事、
世界銀行 国連等の本部機関の第一線でご活躍
の日本人の方々とのセッションを現地で設け、
どの様な学生生活・人生経験 キヤリアバスを経
てグ回―ノツレに活躍しているのかを学びます。

寮を完備

男子寮と女子寮があり女子寮は学校から徒
歩 10分圏内、男子寮はスクールバスで10
分です。日本人・外国人寮母寮監が勤務して
おり、留学生や帰国生徒も多く、一流ホテル
並の格調高い内装が特徴です。くつろぎの空
間で学習習慣を身につけるには最適の環境
と言えます。

ぃ
、
一●
■
●
、
■
卜
一一〓
獄

イングリッシュガーデン

日英大学交流のシンボルとして、イ
ギリスのプロの造園家の手による
本格的イングリッシュガーデンを造
園。一般にも公開しており、地元の
方にも利用されている。

く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。そ
し
て
、そ
の

知
識
を
活
用
し
な
が
ら
そ
れ
ぞ
れ
の

立
場
を
相
手
に
理
解
さ
せ
る
た
め
に
、

論
じ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
こ
の
よ

う
な
問
題
解
決
型
の
授
業
を
通
し
て
、

歴
史
観
を
身
に
つけ
、世
界
観
を
育
て

て
い
く
の
で
す
●

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
を
日
本
に
導
入
す

る
に
あ
た
って
日
本
語
Ｉ
Ｂ
が
承
認
さ

れ
ま
し
た
が
、リ
ン
デ
ン
は
英
語
に
よ

る
Ｉ
Ｂ
で
す
。
こ
の
よ
う
な
授
業
が
英

語
で
成
り
立
つと
い
つ
こ
と
は
、小
学

部
か
ら
あ
が
つて
き
た
生
徒
を
中
心
と

す
る
生
徒
た
ち
が
高
い
レ
ベ
ル
の
英
語

力
を
持
って
い
る
こ
と
を
意
味
し
ま

す
。私
が
リ
ン
デ
ン
の
校
長
を
引
き
受

け
た
主
な
理
由
も
、①
生
徒
の
質
が
良

い
こ
と
。②
こ
れ
ま
で
の
採
用
経
験
か

ら
し
て
も
、リ
ン
デ
ン
の
外
国
人
教
師

の
レ
ベ
ル
が
と
て
も
高
い
こ
と
。③
教

育
環
境
及
び
施
設
が
恵
ま
れ
て
い
る

こ
と
で
し
た
。そ
し
て
１
期
生
が
高
２

に
な
る
年
に
合
わ
せ
て
予
定
通
り

Ｉ
Ｂ
の
認
定
校
と
な
り
、ま
た
同
時
に

日
本
全
体
に
Ｉ
Ｂ
の
風
が
吹
き
渡
って

い
る
と
い
つ
巡
り
合
わ
せ
。
ま
さ
に

「天
の
時
、地
の
利
、人
の
輪
」が
揃
い

ま
し
た
。

２
年
後
に
卒
業
生
を
出
し
ま
す

が
、彼
ら
は
十
分
に
Ｉ
Ｂ
生
と
し
て
の

力
を
持
ち
、必
ず
世
界
の
た
め
に
そ
の

力
を
発
揮
す
る
人
に
な
る
で
し
ょ
つヽ。

ど
う
か
”
世
紀
型
の
物
差
し
で
評
価

を
下
さ
ず
、本
質
を
見
極
め
て
い
た
だ

き
た
いと
思
いま
す
。

都築学園グループでは、グローバルな視点で世界各国の著名な学校と提携し、お互いの文化や
個性を尊重できる真の国際人の育成に努めています。中高部では、各国からの留学生がチュー
ターとして学習指導をしたり、海外大学進学の相談にのつたり、また語学研修に出かけたりと
いつた活動を通じて友好関係を深めています。

提 携 校

米=ハーバード大学′′リンデンホール 英=オックス
フォード大学/ケンブリッジ大学 仏=フランス経済戦
争大学 カナダ=ウエストバンクーバー高校 セントマ
イケル高校 豪=フランクストン・カレッジ ブリスベ
ン高校′′′ザビエル高校 中国=クリフォードスクール
大連大学/中国合作無錫立信爾語進修学院 上海
長江倉J新学院 台湾=台湾南台科技大学 タイ=ラ
ジャマンガラエ科大学



『国際バカロレアを知るために』出版記念シンポジウム

日本の教育を切り拓く
IB200校|ま起爆剤になるか?

職Ⅷ鵬珊
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北城 烙太郎
日本アイ・ビー・エム株式会社
相談役

1944年 生まれ。1967年 慶應義塾大学工学部卒業、1972年 カリ
フォルニア大学大学院 (バークレー校)修士課程修了。1967年 日
本アイ・ビー・エム株式会社入社。1986年取締役。常務取締役、

専務取締役、取締役副社長を経て、1993年 代表取締役社長に

就任。IBMアジア・パシフィック・プレジデント兼日本アイ・ビー・
エム株式会社代表取締役会長 (1999年 )、 最高顧問 (2007年 )

を経て2012年5月 より現職。2003年 から社団法人経済同友会の

代表幹事、2007年より終身幹事。
主な兼職として学校法人国際基督教大学理事長、文部科学省
中央教育審議会委員など。
著書に『経営者、15歳に仕事を教える』 (文春文庫)など。

東京都出身。
尊敬する人物は福沢諭吉、好きな言葉は「自由闊達」、趣味は

園芸。

上野 通子
参議院議員、
前文部科学大臣政務官

栃木県宇都宮市生まれ。宇都宮大学附属中学校、宇都
宮女子高等学校、共立女子大学文芸学部卒業。文星芸
術大学附属高校、宇都宮文星女子高校で16年 間国語の
教師として教壇に立つ。
1997年から3年 間家族で渡英。日本語教師を務める。帰
国後の2000年、文星国際交流センター長に就任。
2003年、栃木県議会議員選挙に出馬、当選。県議会児
童・高齢者虐待問題対策委員長、農林環境委員長など
を歴任。2010年、栃木県連初の公募による候補者として
参議院議員選挙に出馬、初当選。自由民主党女性局長、
文部科学大臣政務官を歴任。主な著書に『みちこの心の
共育I～Ⅳ』(栃木リビング新聞社)がある。

寺脇 研

登壇

、東京大学公共政策大学院・
メディア研究科教授

2001年参議院議員初当選 (東京都)。 民主党政
権では文部科学副大臣を2期務めるなど、教育、
医療、スポーツ・文化を中心に活動。党憲法調
査会事務局長、参議院憲法審査会幹事、超党
派スポーツ振興議連幹事長、東京オリンビソク・パ
ラリンピック招致議連事務局長、超党派文化芸術
振興議員連盟幹事長、日本ユネスコ委員などを歴
任。2013年参議院議員選挙 (東京都)にて惜敗。
現在、日本初の国立 。私立大学教授同時就任
として東京大学公共政策大学院教授、慶應義塾
大学政策メディア研究科兼総合政策学部教授に。
その他大阪大学招聘教授、中央大学客員教授も
務める。

元文部科学省審議官、
京都造形芸術大学芸術学|

コリア国際学園理事、
非営利活動法人ジャバン・
コミッション理事長

1952年 生まれ。東京大学法学
に職業教育課長に就任し、広
大臣官房政策課長、大臣官[

ゆる「ゆとり教育」政策に関し‐

文部科学省退職後も「ゆとり教
NPO法人カタリバが主宰するラ
するイベントをおこなっている犯
磋大学通信制課程共生科学1
その他、教育のみならず映画書
流官庁」の知られざる素顔』
ら学習権へ』(慶應義塾大学|

鈴 木  寛
元文部科学副大臣
慶應義塾大学政策

1964年生まれ。東京大学法学部卒業後、1986年
通産省に入省。
山口県庁出向中に吉田松陰の松下村塾に何度も
通い、人材育成の重要性に目覚め、通産省在任
中から大学生などを集めた私塾「すずかんゼミ」を
主宰した。
省内きってのIT政策通であったが、「IT充実」予
算案が旧来型の公共事業予算にすり替えられるな
ど、官僚の限界を痛感。霞が関から大学教員に
転身し、その後の脱藩官僚の草分けとなる。慶応
大助教授時代は、徹夜で学生たちの相談に乗る
など熱血ぶりを発揮。現在の日本を支えるIT業界
の実業家や社会起業家などを多数輩出する。

紹
`



大迫 弘和
リンデンホールスクール中高学部校長、
広島女学院大学客員教授(IB調査研究室長)、

lB日本アドバイザリー委員会委員、
『国際バカロレアを知るために』編著者

これまで千里国際学園中等部高等部校長、同志社
国際学院 (IBスクール)校長などを歴任。東京大学
文学部卒。
主な著書に、F国際バカロレア入門―融合による教育
イノベーション』(学芸みらい社)、 『がっこう』(かま
くら春秋社)、 『The Challenge Of DIA― 同志社国
際学院の挑戦』(成文堂)がある。

3マンガ学科教授、

フィリレム・

部卒業後、1975年 に当時の文部省に入省。1992年
誌県に教育長として出向した後、文部省に復帰した。
1審議官を歴任。当時文部省が推進していた、いわ
の旗振り役として活躍した教育の専門家。2006年に
等」推進の立場から発言を続けている。
、塾「カタリバ大学」の学長を務め、教育や学びに関
京都造形芸術大学芸術学部マンガ学科教授、星
客員教授、コリア国際学園理事を務める。
論家や落語評論家としても活躍。『文部科学省―「三
F央公論新書)、 『「学ぶ力」を取り戻す一教育権か
版会)など、著書多数。     (五 十音順)

出口 江
株式会社水王舎代表取締役、
広島女学院大学客員教授、
論理文章能力検定顧間、
教育プロデューサー

関西学院大学大学院文学研究科博士課程修了。
多数の受験参考書がベストセラーとなり、入試現
代文の講師として圧倒的な支持を得ている。「すべての土台は言語である」と考え、
「論理力」育成の画期的なプログラム『論理エンジン』を開発。多数の学校が正式
採用している。『論理エンジJの普及と日本の教育の改革を目指し、全国で講演・
指導をしている。

中村 淳之介
イー・エフ・エデュケーション・
ファースト・ジヤバン株式会社
代表取締役社長
2013年よリイー・エフ・エデュヶ―ション・ファースト・
ジャパン株式会社 (EF)の代表取締役社長として、
EFの語学教育サービスのすべてを統括。また拡
大する日本国内7拠点すべての事業を管理。現職以前は、EF営業統括責任者と
して、企業のグローバル人材育成を目指した人事研修プラグラムの策定及び遂行に
従事。また地方自治体と連携し、留学プログラムを立案、推進、実行支援を行う。
2010年EF入社。中高生向け語学教育プラグラムのたちあげに携わり、高校での
留学プラグラムの導入を促進、支援。EF入社以前はコンサルティング会社にて企
業再生に携わる。数多くの企業に対して、経営再建計画の策定から、実行の支
援まで、ハンズオン型の企業再生支援を実行。
明治大学商学部商学科卒業。2009年米国クレアモント大学院大学ピーター・F・
ドラッカー経営大学院卒業。

(五十音順)

鈴木 ともみ 蠅匿ト
経済キャスター、ファイナンシャルプランナー、
FP技能士、日本 FP協会認定講座『FP会話塾』講師、
株式市況中継番組『東京マーケットワイド』キャスター、
日本記者クラフ会員

国内外のVIP、 企業経営者、マーケット関係者、ハリウッドス
ターを始め映画俳優、監督などへの取材は2000人を超える。
現在、テレビ、ラジオヘの出演、雑誌、ニュースサイトでの連載執筆の他、経済シ
ンポジウムやセミナーでのコーディネーター、大学や日本FP協会認定講座にて「会
話力&取材力で未来を拓く」をテーマにゲストスピーカー・講師を務める。主な著書
『デフレ脳からインフレ脳へ』(集英社)。

「これからの経済」をテーマにした講演多数。2014年 2月、一ッ橋綜合財団主催「文
化講演会」経済作家講演者 (過去には浅田次郎氏、北方謙三氏)に選出される。

PLOFILE
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PROG幽
主賓御挨拶
北城・l■太郎
日本アイ・ビー・エム株式会社 相談役

18:00-18:05

18:05-18:10

18:10～18:25

18:25-18:50

19:00-20:00

共催者挨拶
中村 淳之介
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基調講演② 第4回創価大学教育フォーラム

国際バカロレア教育が育てる地球市民

武蔵野大学　教授

司会：時間になりましたので、基調講演②に移
らせていただきます。本日の基調講演②は国際
バカロレア教育が育てる地球市民について武蔵
野大学教育学部教授、大迫弘和先生にお願いし
ております。大迫先生は東京大学文学部をご卒
業された後、千里国際学園中等部・高等部校長、
同志社インターナショナルスクール校長、IB 日
本アドバイザリー委員会委員等を歴任され、現
在、武蔵野大学文学部教授、千代田インターナ
ショナルスクール東京学園長、都留文科大学特
任教授等を兼任されていらっしゃいます。ま
た、国際バカロレア教育の国内第一人者として
知られ、文部科学省及び国際バカロレア機構に
協力し、国際バカロレアの国内普及にご尽力さ
れております。本日は基調講演をお願いできま
すことを大変光栄に存じております。大迫先生
それでは宜しくお願い申し上げます。

大迫：みなさんこんにちは。今ご紹介いただき
ました大迫弘和です。劇作家・平田オリザさん
の話があまりに面白すぎて、聞き惚れてのめり
込んで、「そういえば僕が次話すんだ」という
ことをほとんど忘れていたのですが。平田さん
は先ほど前座とおっしゃったのですが、重なる
ところがすごく多かったので、 2 人で合わせて
一本というような感じの基調講演となればいい
なと思います。
　ダブルバインドという話が最後に出てきまし
たけれど、子どもたち、日本の学校教育、特に

初等教育では先生方は「協力」や「仲良く」や
「力を合わせて」といったことを、日常的に口
にされます。すごく大事な言葉です。子ども達
はそれに従って学校生活のなかで頑張ったりす
るわけですけれども、学習塾では全く違う価値
観で「受験競争の勝者になれ」と言われます。
子ども達の状況はそういう意味でもダブルバイ
ンドの状態というのはずっと続いています。そ
んなことも重なり合いを感じた一つで、今日は
できるだけ「合わせて一本」を考えながら国際
バカロレア（IB）についてお 話 をしたいと 思
います。
　ご紹介にもありましたが、劇作家・平田オリ
ザは知らない人はいない超有名人ですが、僕も
IB の世界では超有名人なのですよね。「大迫が
来た」と言うと「あ、今日はすごいな」という
感じなのです。しかし IB を誰も知らない。だ
から三段論法で言うと、「大迫は IB の世界では
超有名人だ。しかし IB そのものが日本ではほ
とんど知られていない。それゆえに大迫は IB
の関係者だけにしか知られていない著名人」と
いうことになります。ということで今日のお話
は、まず「国際バカロレアをご存知でしょう
か？」から始めたいと思います。
　「大迫」と言う名前で最近…わかるでしょ？
何を話すか。ワールドカップで私の甥っ子の大
迫が…と言うと場内がシーンとなるんですが、
甥っ子ではありません、半端ない大迫は。ワー
ルドカップでベルギーに負けてしまいましたが

大迫 弘和
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…平田さんのようにワールドカップを見た方に
「手を挙げてください」とは言いません。（笑）
例 えば、日 本 から 5 人、North Korea、South 
Korea から 5 人ずつ、China から 5 人で20人の
うちそれぞれの国で一番サッカーの上手い 5 人
に 出 てもらう。だから Japan・Korea・China 
JKC20みたいなものを作って、ベルギーと試合
をしたらどっちが勝つかというようなことを、
試合後に思ったりもしました。やはりサッカー
はチームプレーなので、サッカーの上手な人だ
けが集まっても単純にはいかないかなと思いま
した。IB をやっていると、そういう 一 つの 国
に留まらない発想が出てくるのかなと自分自身
で最近思ったりしています。
　今日の話の流れは、先ほど申し上げましたよ
うに、まず IB についてご紹介して、それから
次に IB を終えた生徒たちが世界中の大学から
歓迎されているのはなぜか。そこの部分で IB
プログラムについて少し紹介させていただい
て、最後に今日のテーマとして設定されていま
す「IB が育てる地球市民とは」というお話を
していきたいと思います。
　前提として、ナショナル・カリキュラムとグ
ローバルスタンダード・カリキュラムという 2
つのカリキュラムについてのお話をしていきま
す。カリキュラムは非常に大きくカテゴライズ
すると、この 2 つになるわけですよね。

　 1 つは、その国が持っているカリキュラム。
初等・中等教育の場合、日本では学習指導要領
と呼ばれるものが、このナショナル・カリキュ
ラムにあたります。ナショナル・カリキュラム

というのは、その国の文化・伝統・歴史・価値
観等を背景とした、その国の良き国民を育てる
ことを目的としたカリキュラムです。それぞれ
の国の文化・伝統・歴史・価値観、それからそ
の国のその時点での目標とかを背景としていま
すので、ナショナル・カリキュラムは国によっ
て異なるというのは当たり前のことになりま
す。先ほど何回か出てきましたフィンランドの
ナショナル・カリキュラムと日本のナショナル・
カリキュラムは本当に違う。それは、それぞれ
の国の持っている基本的価値観・目標が違って
いるというところにあると思います。
　そしてカリキュラムにはもう 1 つ別のものが
あります。グローバルスタンダード・カリキュ
ラムと呼ばれているものです。世界標準カリキ
ュラムと呼んだりもします。それは、世界のど
の国にも通じる地球規模の視点を持つよき地球
市民を育てるためのカリキュラムとしてプログ
ラム化されたものです。
　上のナショナル・カリキュラムがその国のた
めに、そしてその国に属するということで言う
と、グローバルスタンダード・カリキュラムは
どの国にも属していません。しかしそれは恐ら
く逆の言い方のほうが正しくて、グローバルス
タンダード・カリキュラムは世界のどの国にも
属することができる。このカリキュラムを学ん
だ子ども達は世界のどの国でも生きていくこと
ができる。そのための準備をさせてあげるのが
グローバルスタンダード・カリキュラムという
ことになると思います。
　今日ご紹介する IB についてよく質問がきま
す。「大 迫 先 生、IB はどこの 国 のものです
か？」。回答は「どこの国のものでもありませ
ん」。基本的には欧米の英知を結集して作り上
げられたプログラムということが正しいという
ことになりますが、どこの国にも属してはいな
い世界標準カリキュラムです。世界標準カリキ
ュラムのなかで、いま2018 年 というこの 段 階
で、最も完成度が高く、世界で最も高く評価さ
れている世界標準カリキュラムが国際バカロレ
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ア（IB）ということになります。
　今、日本の国の教育の方向性は、この図で言
うと、国のカリキュラムの中に世界標準カリキ
ュラム的な要素をできるだけ入れていこうでは
ないか、というのが基本の流れだと考えればよ
いのかもしれません。今までは国のカリキュラ
ムは、国のカリキュラムとしてがっちりやって
きたわけですけれども、それだけではダメであ
ろうということで、世界標準カリキュラム的な
要素を入れていこう、というのが大きな流れだ
と考えます。なぜかというと、「今日的及び未
来的状況」と書いてありますが、皆さん日常的
に耳にしている言葉を並べていますけれども。
こういう状況のなかで、今までやってきたカリ
キュラムのままこれからの時代を子ども達が生
きていけるならば、今までのカリキュラム通り
にやればいい。決して悪いカリキュラムをこの
国はナショナル・カリキュラムとしてやってき
たわけではないので、ある意味世界に誇ること
ができるぐらいの内容を持ったカリキュラムを
持っている国ですから、そのままやればいいわ
けです。しかしこの状況を考えたときに、戦後
75年続けてきた教育をこのまま続けていいかと
いうことに対しての答えは明らかで、それは違
うだろうということです。そこが、今日本が教
育改革というものを志向している大きな根拠だ
と思います。
　わが国の世界標準カリキュラム化という流れ
の始めはここら辺かなというのが、2011年 6 月
にグローバル人材育成推進会議というのが東京
で行われていました。

　これは日付を見ると日本人であれば、すぐあ
の頃だと、東日本大震災の直後ですよね。あの
ときに東京ではこんな会議が行われていまし
た。政界・財界・教育界が一緒になって動いた
形の会議だったのですけれども、このグローバ
ル人材育成推進会議を取りまとめたのが鈴木寛
という人で、彼がこれを引っ張ってまとめてこ
こまで持ってきて、今の教育の国際化の牽引役
を務めていると考えます。
　大震災の後、民主党政権から自民党政権に替
わって、流れが変わったかというと、この部分
については政権が替わってもこの流れは変わり
ませんでした。そしてこの会議で、初めて国の
レベルで「国際バカロレア（IB）」という名称
が浮上しました。これも先ほど申し上げました
鈴木寛というこの会議のまとめ役だった人物が
したことだと思いますが、「IB の導入を図るこ
と」という少し曖昧な表現だったのですけれど
も、この会議で初めて IB というものが国の中
で浮上してきました。と同時に、文部科学省の
中では IB に通じている人間がいないので、私
がこの時点で呼ばれて IB についてのアドバイ
ザー的な役目を始めたのがこの時期から少し後
になります。
　こういう流れのなかで、2013年の 6 月に閣議
決定という形で、一部日本語による IB の教育
プログラムの開発・導入等を通じ、IB 認定校
の大幅な増加を目指す。2018年までに200校と
いう数値目標はまだ達していないですけれど
も、具体的に国の戦略として決定して関係者が
動き始めたということになります。
　IB には色んなイメージや「それは絶対違う
な」という捉え方も結構国内では存在していま
す。まず、Alec Peterson という IB の 生 みの
親と言われているスコットランド人の教育者・
哲学者、軍人でもあったのですけれども、彼が
IB を生み出す時に残している言葉です、「自己
の内的環境と外的環境の両面における身体的・
社会的・倫理的・美学的・精神的な側面を理解
し、修正し、享受するために、個人の能力を最
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大限に育てる」ということを言っています。
　「生徒が国際的な視点や理解を身に付けるの
を促すことは不可欠ではあるが、それだけでは
十分ではない。生徒は社会に望ましい貢献をす
るためのスキルや価値観、そして行動する意志
をも身に付ける必要がある。責任ある市民と
は、コミュニティに積極的に関わり共感できる
心を持つ、豊かな知性を持った市民である。若
者が精いっぱい人生を楽しむよう促すこともま
た重要であり、全人的な教育には人生体験を豊
かにしうる芸術や娯楽、スポーツに触れること
も含まれる。全人教育を完全なものとするに
は、余暇を楽しむことも推奨されなければなら
ない。」
　1968年、スイスのジュネーブで IB は誕生し
ました。よく日本で使われる表現で言うと、「50
年の節目」というのが今年2018年になります。
ここに書いてある Alec Peterson の言葉が、国
際バカロレアというプログラムの根底に横たわ
っている考え方・価値観であるということをま
ずお示しして、 2 番目のところで申し上げたよ
うに少しプログラムの説明をいたします。まず
誕生のときにこういう考え方に基づいて生まれ
たプログラムであるということをお示ししてお
きたいと思います。
　IB のディプロマ・プログラム（DP）は、1968
年スイスのジュネーブ・インターナショナルス
クールで学んでいる高校生たちのために作られ
たプログラムです。具体的に言うと、1968年当
時のスイスのジュネーブ、大戦が終わり20数年
経過していますから、ジュネーブが国際都市の
様相を再び呈していて、世界中の子供たちがス
イス・ジュネーブのインターナショナル・スク
ールで学んでいる。彼らはそこで高校生活を終
えた後に、母国の大学を受験しようとしてもで
きない状況でした。例えばイギリスの大学を受
ける場合、最終 2 学年で A レベルという勉強
をしてなくてはいけないのですけれども、それ
はもちろんイギリス国内でないと受けられませ
ん。イギリスの子がジュネーブで過ごし、大学

は自分の国の大学に行きたいなと思いイギリス
国内の大学にアプライしたとします。イギリス
の大学からは A レベルの結果の提出を求めら
れます。彼・彼女は「すみません、私は国を離
れていたので A レベルを 受 けていないので 見
せられるものがありません」と答えざるを得ま
せんよね。そうするとイギリスの大学は、「あ
なたはイギリスの子だけれども残念ながら受験
することはできないわね」ということになって
しまったわけです。
　それが世界中の国に多発していて、彼らを何
とか救済しなくてはいけないだろうということ
で、どの国でもその国の制度と同等として見ら
れるプログラムというのをきちんとやらせてあ
げて、それをもってそれぞれの母国・祖国での
受験というのを可能にするシステムというもの
を生み出そうということになりました。それで
生み出されたのが、この IB・DP プログラムと
いう高校 2 年生 3 年生の 2 年間のプログラムで
す。この 2 年間は今申し上げた、イギリスの
A レベルの 2 年 間 というのを 模 しているので
すけれども。
　DP が誕生した1968年以降、同じ状況でイギ
リスの子が祖国を離れている、大学は自分の国
の大学に行きたい、イギリスの大学にアプライ
をした、「A レベルを見せてください」と求め
られる、「A レベルはやっていません」。前 は
「じゃあダメね」と言われたわけですけれども、
その高校生は「A レベルはやっていないけれど
も、私はジュネーブで DP を修了しています」、
イギリスの大学は「それだったらあなたはイギ
リスの大学を受けることはできますよ」と大き
く変わったのが、IB・DP の誕生の背景にあっ
たわけです。
　ということで、大学受験に対して、母国を離
れている高校生たちの不利益を解消しようとい
うところから生まれたプログラムなのです。そ
れ故、IB が大学入学のための特別プログラム
のようなイメージが特に日本の国内には蔓延し
ているところがあるのです。それで先ほど敢え
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て、IB の生みの親である Peterson の言葉を示
しました。
　今、日本語でこの表を見て頂いています。

　先ほど、国として国際バカロレアをこの DP
というプログラムを拡大していこうという案が
出たときに、実はこの国際バカロレア DP を実
施できるのは、英語・フランス語・スペイン語
だけだったのですね。高 2 高 3 の各教科の学習
内容を英語・フランス語・スペイン語で勉強で
きる高校生ってこの国にどれだけいるでしょう
か。ほとんどゼロに等しいと思います。できる
のは帰国生徒であったり、小さい時から特別な
環境にあって英語が自分の言語になっているよ
うな、本当にすごく稀なケースだけで。日本で
生まれ育った高校生たちにこの DP を提供する
ことなんてできない。
　内容として IB というのはたしかに国際標準
プログラムとして圧倒的強さを持っていますの
で、それを本当にやりたいのならば、日本語で
できる環境を作らなくてはいけない。というこ
とで、ジュネーブに本部がある IB を国際バカ
ロレア機構（IBO）と、IBO としてはアジアの
言語でそれをやるというのは本当に信じられな
いことだったのですけれども、文部科学省が
IBO と本当に粘り強い交渉を続けて2013年の
3 月に日本語で IB をやるということが両者の
なかで合意に到達したということがあります。
　国際バカロレア機構は、「IBO としての我々
はインターナショナル・バカロレアという『国

際』という言葉を冠しているのだけれど、本当
の意味では国際ではないのではないか」という
内部議論が2007年頃から実はあったんですよ
ね。アジアとかアフリカとか全然含んでいない
ではないかという意味で。本当の意味でインタ
ーナショナルという広がりを持ちたいという彼
らの戦略と、それから国際標準プログラムとい
うのを日本の国の中に少しでも入れていきたい
という両者の思惑が合致したことが、日本語プ
ログラムが誕生した背景にあったということが
言えます。DP では世界統一試験というのをや
るのですけれども、英語・フランス語・スペイ
ン語以外、現在では日本語でもできるようにな
っています。
　例えば、世界統一試験は 5 月と11月に北半
球・南半球でやるのですが、問題は一緒です。
問題文は例えば、「IB 物理」という問題があっ
て、今までは英語・フランス語・スペイン語で
同じ内容が出ていたのですよね。子ども達は自
分のできる言語で答える。そこに同じ内容が日
本語で出てきているというだけで、日本の子ど
も達のために問題が変わるわけではないです。
カリキュラムは一緒ですので。ただ、カリキュ
ラムを運用している言葉が日本語で、最終試験
も日本語になるとなったのが2013年ということ
になります。
　内容については後でお話しますが、申し上げ
たように高校 3 年間のうちの後半 2 年間、 6 つ
の教科とブルーの部分 3 つのコアというのです
けれど、必修の課題という 9 つの学びをやって
いくのが IB のディプロマ・プログラム（DP）
です。
　これは1968年に生まれて今50年と申し上げま
したが、MYP というのが1994年にできました。
26年後になるのですけれども、これは厳密に言
うと日本の学年にあてて言うと小学校 6 年生か
ら高校 1 年生の年齢にあたるのですけれど、日
本の学校では主に中学校で実施するプログラム
になります。これは最終試験というのが無く、
元々何語でやってもいい言語縛りが無いプログ
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ラムですので日本語でもできます。この MYP
（Middle Year’s Programme）というものは先
ほどからご紹介しているディプロマ・プログラ
ム（DP）の準備プログラムという意味があり
ます。DP を 2 年間だけでやるのはなかなか生
徒たちにもしんどいかなというところがあり、
少し前から IB の理念に基づいた指導方法・学
習方法による教育プログラムを提供するのが良
いのではないかというので 考 えられたのが
MYP です。
　さらに1997年、20年ほど前になりますが、 3
歳から小学生にあたる初等教育の段階のプログ
ラム、Primary Year’s Programme（PYP） が
誕生しました。これで 3 歳から18歳までの一貫
したプログラムというのが誕生したということ
が、IB の歴史になります。　
　PYP ですが、そもそも初等教育と中等教育
というのが根本的に違います。日本でも小学校

までは学級単位の先生が全部見てくださいます
よね。中等教育になってから、各教科の先生が
出てきてくださるという状況で、初等教育と中
等教育は教える形態からもその違いがはっきり
しています。IB もそれは全く同じで、PYP は
先ほどの MYP の準備プログラムという意味は
ありません。教育の本質のところが全く違って
いますから。ただ、IB の理念や方法などにつ
いてはしっかりと IB 教育の要素を持っている
ということで、要するに IB の初等教育バージ
ョンという風に考えていただければと思いま
す。理 念 などといったものはもちろん IB プロ
グラムですから、PYP・MYP・DP というもの
のなかで一貫性はあるのですけれども、具体的
に教室でやっていく事柄については、PYP と
は MYP・DP とはかなり違う内容でのアプロ
ーチになっています。
　もう一つ、今日は用意して来ていないのです
が、2012年 に IB キャリア・リレイティッド・
プログラム、IBCP と言うのですが、高校を出
て社会に出て行く高校生のためのプログラムが
できています。先ほども触れましたが、どうし
ても IB というのは大学進学のための特別プロ
グラム、非常に限定された子どもたちのために
存在しているというような誤った認識というの
があって、IB もそれは非常に気にしていると
ころがあり、高校を出て社会に出て行く子ども
たちのためのプログラムというのを 6 年前に新
しく作ったということがあります。今日は図を
持ってきていません。2013年に導入する時にど
う考えたかということで、これは文科省のほう
の文章をそのまま持ってきていますが、IB と
いうのが一つの方策として活用する価値がある
という評価を与えたわけですね。そして、「日
本 語 DP はグローバルスタンダード（IB のよ
うな国際教育プログラム）と我が国の要素や実
情を適切に調和させる取組でもある」というふ
うに書いていて。目標は高校200校なのです。
今日本では大体4,000校ぐらい高校があるので
すけれど、そのなかの200校を、IB を実施する
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高等学校にしようと。では残り3,800はどうか
と言うと、IB 校が一つのモデルになり各都道
府県のなかに存在して、その3,800校に影響を
与えていこうということで、IB を日本の教育
全体のなかに何らかの形で意味を持たせていき
たいというのが 国 のプロジェクトです。200校
を生んで終わりというものではないです。その
後のほうが大事だと僕は考えていて、他の学校
に関してどう影響を与えていくかというところ
が勝負になっていくと思います。

　 2 番のところは、IB の導入・推進は英語力
をつけることのみが 目 的 ではないということ
で、これも最初は IB といえば英語という感じ
だったのです。あるいは「国際」と付くと、す
ぐ「英語」という風にこの国ではなる。そこは
この国が早く超えなくてはいけない、なかなか
超えられないところなのですけれど。すぐ「国
際交流」は「英語」のような感じでなってしま
うところがあります。IB についても 同 じで、
「IB をやるためには 英 語 ができなくてはいけ
ない」と。いや、それではできないので日本語
DP というものを 作ったというところがまだな
かなか伝わっていないところがあります。
　 3 番は今日のテーマに近いでしょうか。大学
関係者にも適切な理解を頂けることが重要であ
るということは、最初から認識をしています。
　加えて、こういうようなことを色々とやって
いて、基礎的な環境を作らないとなかなか新し
いプログラムを現場の中に入れるのは難しくな
ってきますので。 2 番目、「DP の導入のため

の教育課程の特例措置の新設」で、ちょうど 2
年前くらいになりますね、2016年 8 月に学校教
育法施行規則が改正になりました。そして日本
の学習指導要領と IB のディプロマ・プログラ
ムを重ね合わせて、「IB のこの科目は学習指導
要領上のこの科目をやったことになる」という
ような重ね合わせを法的に確かなものにしまし
た。これをやらないと日本の高校生たちは学習
指導要領をやらなくてはいけないので、それと
IB のカリキュラムをやるということは、単 純
に考えて 2 つのカリキュラムをやるということ
ですから 2 倍になってしまいますよね。僕が最
初に見たいくつかの IB 導入校では、子どもた
ちは本当にいっぱいいっぱいで放課後の部活動
をやっている時間がないというとても不健全な
状態だったのですよね。これではやる価値がな
いということで、内容的に向き合わせていっ
て、ここは僕、文科省の初等中等教育局という
ところと一緒にだいぶ頑張って作ったのですけ
れども。重ね合わせをして今、日本の高校で
IB ディプロマ・プログラムを導入しても通常
より少し多いくらいの時間割になっています。
放課後、好きな活動をするための時間も取れる
ぐらいの、ある意味ヘルシーな高校生活をきち
んとデザインしてあげているというふうには思
います。
　国内の大学入学選抜、IB の普及促進という
のは、先ほどの大学も認識が重要というところ
と重ね合わせて、このような形で国内大学の入
試が、特に創価大学も含め37大学はスーパーグ
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ローバル・ユニバーシティというものに指定さ
れていますが、そこは IB に対して積極的に取
り組まなくてはいけないというふうに御承知の
ところで皆さん書いてらっしゃるので、それも
含めて今 IB を終えた生徒たちを積極的に受け
入れる体制ができています。これは文科省の資
料をそのまま持ってきたのですけれども、少し
古いので、載っていない大学も今は存在してい
るような状況です。
　このことは皆さんご存知ですよね。「主体的
で、対話的で深い学び」。2020年というと皆さ
ん東京オリンピックやパラリンピックとすぐ思
われるかと思いますが、教育界では学習指導要
領が変わる年。戦後最大の改革と言われている
新学習指導要領です。なぜかを簡単に言うと、
今までは内容の多さや、どのくらいやるかな
ど、何を教えるかといったようなところでずっ
と議論が延々とされていて。10年に 1 回、日本
のナショナル・カリキュラムは 変 わりますの
で、20年前のキーワードは「ゆとり教育」だっ
たのですね。ガッと減らした。「これやりすぎ」
というふうに、子どもたちはもっと子どもらし
く生きたほうがいいという、ゆとり教育が出た
とき日本中、大歓迎したのですよね。「やっと
子どもを受験地獄から救済できる」みたいに。
多くの方が良い選択だと思ったはずなのです
が、残念ながら上手くいかなかった。そこは今
日の主題ではないので触れませんが。ですから
その次の10年目の新学習指導要領のキーワード
は「脱ゆとり」だったのですよね。ゆり戻しが

あった。
　その10年後、今回はもう量とかではなくて、
いま日本の教育が最も問わなくてはいけないの
は方法なんだ、内容ではない、量ではない、方
法を初めて問う。というので主体的な、そして
対話的で、深い学びというのは、今までの「覚
えて終わり」ではなくて、それを一歩進めた、
英語で言うと to know という状態から to un-
derstand に 持っていこうというふうに 言 うと
分かりやすいかもしれませんが。そういう学び
に持っていくんだ、そのための方法をこれから
しっかりと教育現場で実行していこうというの
が2020年の新学習指導要領のキー・コンセプト
になっているわけですが。実はそれの先行的な
モデルとして、IB の導入というのが位置づけ
られているというふうに考えていただければと
思います。
　どうして IB の子どもたちは世界中の大学で
歓迎されるのかということを、内容を説明する
ことによって行いたいと思います。

　IB は結局、今見ていただいている左側の 5
つのスキルを身に付けるための教育なのです
ね。 3 歳から18歳まで、その年齢に応じてこの
5 つのスキルを身に付ける。それが IB 教育の
具体的な目標です。ですから、このスキルを身
に付けている高校生たちを世界の大学は本当に
歓迎する。高等教育への準備がしっかりできて
いる。IB を終えた僕の教え子たちは、初めて
IB ではない教育を受けた生徒、例えば日本の
学生と会ったときに、「大迫先生、日本の高校
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って何を教えているのですか」と。それは IB
を終えた教え子たちが何回も僕に問うてきた質
問です。これを徹底的に鍛えられた高校生たち
にはもう一つ、後で触れますが attitude（態度）
というのがあるのですよね。だから IB の 生 徒
たちが世界の大学にすごく歓迎されるのは、高
等教育の準備としてのスキルと attitude とい
うのを身に付けている。歓迎されないわけがな
いということになるかと思います。
　右側の「指導の方法」と書いてあるのが、
IB の指導の方法で「探究基盤、概念理解、地
域的な文脈とグローバル文脈、効果的なチーム
ワークと協同、学習への障壁を取り除くデザイ
ン、評価」というようなこと。これを一つずつ
僕自身、大学の教員養成の講義でここら辺を丁
寧に彼らとやっているのですけれども、これ全
体を簡単に言えば、もし皆さん方が日本で初
等・中等教育を捉えていたら、皆さん方が受け
られてきたその教育とは真逆の状態の教育であ
ると言ってよいかもしれないです。
　 5 番は少しわかりにくいので説明すると、
「学習への障壁を取り除くデザイン」というの
は、辞書的な意味では反対言葉ではないのです
けれど、敢えて言うとこれの反対は「画一的一
斉教育」という意味になります。子どもたち一
人一人に絶対に何らかの壁がある。ある単元を
学ぶときに、「A さんはここが壁になっている」
「B くんはここを取り除いてあげないと先に行
けない」「C さんはこういうところでどうして
もつまずいている」。それぞれの 壁 があるので
それぞれをきちんと 取 り 除 いてあげて、A さ
んには A さん用に、B くんには B くん用にア
プローチをしてあげてやっと 先 へ 行 けるとい
う、それがこの 5 番の意味になります。
　IB の教室ではこの 1 ～ 6 というものを指導
の方法として、IB 教員が実施しています。
　もう一度プログラム図で、外側に名称があっ
て、 2 枠目が教科です。言語と文学、言語の習
得、これは第一言語と第二言語、言語が 2 つあ
ります。IB は 7 歳から第二言語を勉強すると

いうふうに決まっています。それは言語を学ぶ
ということが国際理解ということの基本的な事
柄で、言葉をできるようになるというのとは全
然関係なく、他の言語が存在しているというこ
とを知るということ自体に国際理解の原点を置
いていますので、 7 歳 からやるのですけれど
も。18歳まで 2 言語を学びます。
　個人と社会は社会、数学は数学、理科は理科、
そして芸術は必修。東京大学は大体3,000人く
らい 1 学年が入るのですけれど、その3,000人
のうち高校 3 年生のときに芸術を履修していた
生徒はどれくらいいるでしょうか。ほとんどい
ないと思います。いわゆる受験進学校というの
は高校 1 年生で芸術科目は終了してしまう。な
ぜなら、受験に関係ないから。東大などで芸術
を高 3 までやっていた学生は、おそらく東京芸
大か東大か最後まで迷っていたような、非常に
例外的なケースだと思っています。
　しかし、IB の場合、修了生は世界を代表す
る名だたる大学に行くことが少なくないのです
けれども、彼らは高 3 まで芸術をやる。全員必
修なのです。この 6 科目は必ずやり続けなくて
はいけない。僕はこの 1 点とってだけでも日本
の教育を変えるヒントになるというふうに非常
に強く思っているところがあります。
　リベラルアーツ、18歳までは万遍なく人間の
基礎を形成するために必要なことはやるのだと
いう考え方に基づいてのプログラムであると言
えるかと思います。
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　「知の理論」・「課題論文」・「創造性、活動、
奉仕」というのは、教科学習より重要なもの。
「知の理論」は何を学ぶのかというと、メタ認
知のような学びなのですけれども、「知る」と
いうことはどういうことか、「数」というのは
どういうものなのか、「歴 史」はどういうもの
か。「歴史」を知るということはどういうこと
かということを学んで、外側の個人と社会の科
目を学ぶというような構造になっています。
　それから「課題論文」というのを最後、プロ
グラムの修了時に書き上げていく。 6 つの教科
群の中から一番興味を持った教科の事柄をテー
マにして書くのです。それから下にある「創造
性、活動、奉仕」、これは実際に読んで字の如
しで、創造性は様々なことを創造していく。活
動というのは自分で様々なプランを立てて、
様々な活動をしていく。奉仕というのはボラン
ティア活動的なことをやっていく。これをやら
なくてはならないという決まりがあり、「創造
性、活動、奉仕」を含め、コアというこの「課
題論文」、「創造性、活動、奉仕」、「知の理論」
をきちんと完了できないと、仮に外側の 6 教科
群がものすごく優秀でも IB の修了証書はもら
えないということになります。そこに IB の 価
値観というのが明確に示されています。
　そしてさらに、指導の方法、学習の方法とい
うのは先ほどご覧いただいた表なのですが、さ
らに内側に IB の学習者像というのがあり、今
日それだけお手元にお渡ししています。IB の
プログラムの中心です。ここにたどり着くのが
IB の目標であります。
　お手元に、「IB Learner Profile」（ IB の学習
者像）《Life- long Learner を目指して》」と書
いてあると 思 います。この「Life-long Learn-
er」も IB のキーワード。
　今日キーワードというのをいくつかお示しし
ていますが、IB mission statement、「mission 
statement」というのは欧米系の教育機関では
必ず持っていると言っても良い、最上位概念と
言われる最も重要とされる文章のことです。

IB の mission statement には、「IB は多様な文
化の理解と尊重の精神を通じてより良い、より
平和な世界を築くことに貢献する、探究心・知
識・思いやりに富んだ若者育成を目的としてい
ます」と書いてあります。より良い、より平和
な世界を築くことに貢献するということを、国
際標準プログラムとしての明確な目標を掲げて
いる。繰り返し申し上げていますが、18歳、19
歳段階でどこかの大学へ進むなどということは
人生の一つの通過点であって、IB の目標でも
何でもない。IB は最終的には自分が学んだこ
とで、自分自身もそして自分の周囲の人そして
地域さらには世界というものに対して、どれだ
け自分の学びを活かして貢献できるかというこ
とが学ぶことの意味なのだという明確な考え方
を持っています。
　加 えて、今 Life-long Learner をお 見 せする
ために mission statement を読んでいますが、
IB のプログラムは世界各地で学ぶ児童・生徒
に人が持つ違いを違いと理解し、自分と異なる
考えを持つ人々にもそれぞれの正しさがあり得
ると認めることができる人として、積極的にそ
して共感する心を持って生涯にわたって学び続
けるよう働きかけています。
　最も重要とされる位置にある、mission statement
の中に Life-long Learner（生涯にわたって学び
続ける人）という言葉が明確に入っている。そ
してこれも先ほどの平田オリザさんの話に重な
る部分ですが、自分と異なる考えの人々にもそ
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れぞれの正しさがあり得るという異文化理解の
原点のような、出発点でもありゴールでもある
というふうに 考 えるのですけれども、それも
IB の mission statement の中に明確に言語化さ
れているということをお伝えしておきたいと思
います。
　僕は、この 5 年間くらい北海道から沖縄ま
で、様々な所でこの IB に関してお話をたくさ
んの方々にしてきています。そのなかのいくつ
かは、いわゆる先生方に対して IB を説明する
という、例えば山梨県だと、山梨県甲府西高校
というのが IB 校 になるのですけれども、そう
いう先生方のために行くとか、あるいはどこか
の東北の県あるいは中国地方の県にも、ここで
やっていこうというような所が決まると、どう
いうものか説明をしていく。場合によっては県
の教育委員会から急に IB 校になることが伝え
られたりするので、先生方にとっては青天の霹
靂で、「えぇ！」というような感じで、さらに
IB と聞くと「今までの教育を全否定するもの
を自分たちはやらなくてはいけないのか」とい
うような感じで、完全に怒っているのですよ
ね。しかも放課後でしょ、僕がお話に行くのは。
1 日生徒と一緒にいて、かつ、ブラックとか言
われていますけど部活動もやり、クタクタのな
かで東京から何か説明があるといって、雰囲気
がいいはずがないですよ。そういうときに限っ
て、「大迫さん行ってくれ」と言われて、入っ
た瞬間に「今日帰れるかな」ということがあり
ます。
　しかし、最初はそういう雰囲気でやり始めて
も段々「あ、もしかしたら ...」となる点が 2 つ
あります。 1 つは「戦後75年我々がこの国でや
ってきた教育は決して間違っていなかった」
と。日本の国が今様々な問題があるけれど、と
りあえず今私たちはこの場でこうやって教育に
ついて語り合えるというような、こんな状況
を、これだけ平和で安定的で穏やかで、世界的
に見るとやはりこの国は恵まれた状況で、1945
年本当に何もなかった国がここまでになったの

は、これまでの教育を皆で力を合わせてやって
きたからではないか。これを否定するのはこの
国を否定することに繋がるということを、僕は
明確に言います。「皆よく頑張ってきたんだよ、
皆で力を合わせてやってきたんです」と。それ
について明確にメッセージを出すと、皆さん方
「あっ、もしかしたらコイツは話が分かるかも
しれない」という雰囲気になってきますよね。
　その後に、ここを示したときが 2 点目です。
「これが IB が目指すものです」というふうに
お見せしたときに、「自分が何年か前に、何十
年か前に、先生という仕事を選ぼうと思ったと
きに、自分が出会う子供たちはこんなふうにな
ってくれたらいいなと夢を描いていた。それが
ここにあるな」と感じる先生が圧倒的に多い。
だから IBってそんなに遠いものではない。「自
分たちが教育という仕事を選んだときに大事に
思っていたことと、IBってあまり 距 離 はない
な」と。そのときにだいぶ雰囲気が変わります。
　さらにプログラムについて様々な話をしてい
くと、すごく悪かった雰囲気が変わるのですよ
ね。100% ではないですよ、どこの職場でも反
対は必ずありますから。しかし、ほとんどの先
生が「もしかしたら今自分が持っている子ども
たちのために少しこういう要素を入れてみよう
かな」と、心が動いているのが見えるのですよ、
ここから。
　だから僕は、まだこの国は大丈夫だとそのと
きは深く思います。もし逆であったら、最後ま
で「関係ねえ」と言い続けるような環境である
と、「大丈夫かな」と思ったりもしますが。 5
年以上、IB のことを伝えるなかで、そういう
反応というのが本当に北海道から沖縄まで、日
本の先生方はやはり生徒想いというのをしみじ
み感じます。自分の子どもたちのためであった
ら頑張らなくてはいけないんだと思う先生が圧
倒的に多いということを感じます。もしそうで
なければ僕は途中で折れていたと思うのですけ
れども。
　それがこの IB Learner Profile というもの
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で、僕 が 語 りたいことになります。例 えば、
Caring。「私たちは、思いやりと共感、そして
尊重の精神を示します。人の役に立ち、他の
人々の生活や私たちを取り巻く世界をよくする
ために行動します。」。
　Open-minded、心を開く人。「私たちは、自
己の文化と個人的な経験の真価を正しく受け止
めると同時に、他の人々の価値観や伝統の真価
にもまた正しく受け止めます。多様な視点を求
め、価値を見いだし、その経験を糧に成長しよ
うと努めます」。Open-minded というと個と個
との関係で作られることが多いのですが、IB
の場合は個と個の関係以外に異文化間に関して
の Open-minded というのを明確に示していま
す。それがやはり国際標準プログラムとしての
卓越した部分であると思うのですが。
　Principled、信 念 のある 人。「私 たちは、誠
実かつ正直に、公正な考えと強い正義感をもっ
て行動します。そして、あらゆる人々がもつ尊
厳と権利を尊重して行動します。私たちは、自
分自身の行動とそれに伴う結果に責任をもちま
す」。というように、 3 つほどピックアップし
ましたが、また後ほど時間のあるときにお手元
にある Learner Profile というのを 見 ていただ
ければと思います。日本の家庭によくあること
ですが、冷蔵庫等に貼っといていただくと日常
的に目に留まって良いかと思います。
　IB Learner Profile の「Learner」 という 単
語だけに、最後、注目してお話したいと思いま
す。一 般 的 にこういうものは　、例 えば「IB 
Student Profile」、IB の児童・生徒像というふ
うになることが多いかもしれません。だけれど、
IB はここを「Student」ではなくて「Learner」
というふうになっています。Who is a learner? 
Learner は誰でしょう。もちろんそれは児童・
生徒であります。と同時に、先生方も含めるの
ですね。それから parents、保護者も含める。
関係ある全ての人、IB コミュニティというの
ですけれども、全ての人が目標を共有して、子
供たちだけに強いるのではないというような考

え方に基づいて Learner という言葉がありま
す。
　最後のセクションです。IB が育てる地球市
民とは。我々は IB ペーパーと呼ぶのですが、
IB の文章からその説明をします。何回も見て
いただいているプログラム図の一番下のところ
に「国際的な視野」というのがあります。先ほ
ど MYP、PYP のプログラム 図、 それから
IBDP ももちろんそうなのですが。必ずこの円
の一番外側に「国際的な視野」、英語で言うと
International-mindedness と 言 うのですけれ
ど、それが掲げられています。このプログラム
に掲げられたモットーというようなことになり
ますでしょうか。
　IB ペーパーによると、それはこういうよう
な形で構成されます。「人類に共通する人間ら
しさと、地球を共に守る責任の認識というもの
を持ったときに、国際的な視野を持つというこ
とが実現される」「世界に対する開かれた態度
と人間が相互に関わり合っているという認識に
基づく考え方、あり方、行動というものが合わ
さった時に、国際的視野を持つということが実
現できる」「自分自身のものの見方・文化・ア
イデンティティの振り返りと、他者に対する同
様の振り返り」。少し長かったので、ここはこ
ういう表現をしましたが細かく言うと、「他者
のものの見方・文化・アイデンティティに対す
る同様の振り返り」ということになります。こ
れを 2 つ合わせ持ったときに国際的な視野とい
うものを獲得できるだろうというのが IB の考
え方です。
　先ほどの「国際といえば英語」というのは卒
業できてきているのかなと思うのですけれど、
民族的アイデンティティとして英語に対してど
うしても抜けられないところがあって、まだ完
璧ではないかもしれないけれども「英語ができ
るからといって国際人ではない」というのはほ
ぼ共有されているかなと思います。英語が滅茶
苦茶下手であっても、先ほどの Principles、信
念のある人という Fairness 公正さがあれば、
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世界の人たちと一緒に動ける。この人は人間と
して信用できるかどうかというものがきちんと
あれば、言語が多少たどたどしくても絶対に繋
がることができる。逆に言語が流暢でも、「こ
の人は人間的に信用できないな」となれば共に
生きることができないと思うのですよね。そう
いう意味で言語・英語というものと、いわゆる
国際性というものはそのままイコールではない
というのはほぼ共有、認識されていると思うの
です。
　もう一つあるのが、「国際」というと、「自分
のことあるいは自国のこと日本のことを蔑ろに
しているのではないか」というような、「外 に
ばかり目が向いている」と。僕もある会場で質
問を受けたことがあります。「お前は日本のこ
とをどう考えているんだ」というふうに言われ
て。そういう質問をされる方ですから、だいた
い雰囲気は分かると思うのですけれども。それ
以降同じような企画の時は必ず入場者チェック
というのが始まったのですけれども。僕はその
とき正直に「僕は日本国籍を持っている日本人
です。僕は自分の祖国、母国である日本をもの
すごく愛しています」と明確に話をしました。
と同時に、「他の国に対しても同じような気持
ちを持てたらいいなというふうに思っている」
と答えました。その方からは「よし」と。こち
らとしては「ありがとうございました」と思い
ましたが。
　それは本当にそうなのですよね。だから「国
際」というと自分の国のことをよく見ないで外
へ行ってしまうというイメージがあったとすれ
ば、子どもたちを絶対そういうふうに持ってい
ってはいけなくて、まず自分のこと、自分たち
の国・文化・歴史や家族や仲間を大事にして、
そこから「国際」という学びがスタートしてい
くというのはすごく大事なことなので、今見て
いただいているページはそれのことを言ってい
ると思います。
　以上、IB の教育プログラムについて細かな
お話をするというのは本当に時間が必要なこと

で、大学ですと15時間という講義全体で 1 つの
プログラムをやる、それでも学生がまだ分から
ないというような性質のものなので細かくお伝
えできないのがとても私自身も申し訳ないと思
うのですけれども、「こういうものなのかな」
と多少なりの興味でも持っていただけばお話を
させていただいた甲斐があったかと思います。
ご清聴ありがとうございました。

司会：大迫先生、ご講演大変にありがとうござ
いました。
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弁天町

弁
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町

ホテル大阪
ベイタワー
ホテル大阪
ベイタワー

大阪市教育センター

大阪市立水都国際中学校・高等学校が
めざす教育とは？  
大阪市立水都国際中学校・高等学校が
めざす教育とは？  

主催 大阪市教育委員会 主催 大阪市教育委員会 

2019（平成31）年４月開校予定

大阪市教育センター２階講堂　
所 在 地：大阪市港区弁天1-1-6　　
アクセス：
JR環状線「弁天町」駅　南出口を西へ150ｍ
地下鉄中央線「弁天町」駅　２番出口（2B）左へ 20ｍ
※駐車場はございませんので、公共交通機関をご利用ください。

● 参加費　 無料
● 対　象　 保護者、児童生徒、教育関係者等
● 定　員　 400名（事前申込が必要です）
● 申　込　 裏面をご覧ください

13：00　受付
※返信はがき（入場券）をご提示ください

13：30　開会式

13：40　第１部 講演会
○「覚える教育から考える教育へ」
　～今、なぜ国際バカロレアなのか～

　講師：大迫 弘和 先生
　   武蔵野大学教育学部教授、都留文科大学特任教授
　   これまで多くのIB校の校長などを歴任

14：30　第２部 学校説明会
○学校の理念・学校像
○教育活動の概要
入学者選抜制度、進路指導、制服、部活動等についての
詳細は、平成30年６月以降にお知らせする予定です。

15：25　閉会式

13：00　受付
※返信はがき（入場券）をご提示ください

13：30　開会式

13：40　第１部 講演会
○「覚える教育から考える教育へ」
　～今、なぜ国際バカロレアなのか～

　講師：大迫 弘和 先生
　   武蔵野大学教育学部教授、都留文科大学特任教授
　   これまで多くのIB校の校長などを歴任

14：30　第２部 学校説明会
○学校の理念・学校像
○教育活動の概要
入学者選抜制度、進路指導、制服、部活動等についての
詳細は、平成30年６月以降にお知らせする予定です。

15：25　閉会式

２月25日（日） 
13：30～ 15：30 （受付／ 13：00～）

平成 30年
日　時

内　容 会　場

～国際バカロレア教育についての講演会及び学校説明会～～国際バカロレア教育についての講演会及び学校説明会～

（　　　　　　　　　　　　　 ）



　この中高一貫教育校は、国家戦略特別区域法にお
ける学校教育法の特例を活用し、公立学校の運営を
民間の学校法人等に委託する公設民営の手法によ
る学校です。設置者は大阪市ですが、運営は民間の
学校法人等が行う学校であり、これにより、公立学
校としての教育水準及び公共性を保ちながら、民間
の知見を活用した学校運営を行います。

将来の大阪を担っていく人材を育てるために

大阪市教育委員会事務局　総務部　教育政策課　公設民営学校グループ
〒530-8201　大阪市北区中之島1-3-20　　Tel : 06-6208-9747　   Mail : ua0078@city.osaka.lg.jp

●申込方法
　次の【往復はがきの書き方】を参照のうえ、往復はがきにすべての項目を記入し、
下記あて先までお送りください。１枚のはがきで３名までお申込みいただけます。
　なお、申込数が定員（400名）を超えた場合は、抽選とさせていただきます。

【往復はがきの書き方】
〈往信の表面〉
　〒530-8201　大阪市北区中之島1-3-20
　大阪市教育委員会事務局　総務部　教育政策課　公設民営学校グループ　宛
〈返信の裏面〉　何も書き込まないでください。
〈返信の表面〉　返送先の郵便番号、住所、名前を記入してください。
〈往信の裏面〉
　○参加人数（　）名　※３名以内
　○参加される方それぞれの　①名前（ふりがな）　②年齢　③住所
　○事前質問がございましたらお書きください。当日の参考とさせていただきます。

【申込締切】 平成30年２月７日（水）必着
　当日は返信はがき（入場券）を受付にてご提示ください。

　　 ※返信はがき（入場券）をお持ちでない方は当日入場できません。ご了承ください。
　返送先の記載不備等による不着の際は責任を負いかねますので、あらかじめご注意ください。
　郵便料金が不足している往信はがきは受付できません。返信分の郵便料金が不足しているものに
ついては無効とさせていただきます。
　ご記入いただいた個人情報は当講演会・説明会の参加受付に関わる事務作業にのみ使用します。

　大阪市教育委員会では、日本初の公設民営による中高一貫教育校を、2019（平成31）年４月、南港
ポートタウンに開設する準備を進めています。この学校（大阪市立水都国際中学校・高等学校）では
一部のコースで、国際バカロレアプログラムの導入を予定しています。
　今回の講演会及び学校説明会では、国際バカロレアや学校の概要についてお知らせいたします。

国際バカロレア（ＩＢ）とは？
国際バカロレア（ＩＢ：International Baccalaureate）は、世界 140以上の国・地域、約 4,800 校（平成 29年

６月現在）で採用されている国際的な教育プログラムで、平和でより良い世界に貢献できる若者の育成を目的とし
ています。
高校３年生で受ける認定試験で一定の成績を収めると、国際的に通用する大学入学資格を取得できます。

■詳細につきましては、当日、大迫弘和先生からご講演いただきます。

○外国語教育と国際理解教育に重
点を置いた教育を行います。

○一部の教科で、専任外国人教員
による英語を用いた授業を実施
します。

○自国の伝統や文化を理解し、世界に向けた発信力を高
めるとともに、グローバルな視野に立って主体的に行
動できる人材を育てます。

　国際バカロレアの導入に際しては、申請から認定までに、関心校、候補校、
認定校の段階があり、各段階には明確に区別された申請項目とタイムライ
ンがあります。ＩＢ認定校を目指す全ての学校はこの各段階を経る必要が
あり、ＩＢO が認定の可否に関する裁量を有しています。（水都国際高等学
校は2018（平成30）年1月時点では関心校です。）

お問い
合わせ

何も書き込まないで
ください。

　入場券（抽選と
なった場合は、そ
の結果）を印刷
し、２月14日頃
発送を予定して
います。

〈返信の裏面〉 

参加人数　２名

１ 水都花子　45歳
　 大阪市○区○○1-2-3

２ 水都太郎　11歳
　 同上
質問

〈往信の裏面〉 （例） 

すいと　はなこ

すいと　たろう

大
阪
市
北
区
中
之
島
１‐

３‐

20

大
阪
市
教
育
委
員
会
事
務
局

総
務
部
　
教
育
政
策
課

公
設
民
営
学
校
グ
ル
ー
プ
　
宛

〈往信の表面〉 

往信

530-8201

　
返
送
先
の
郵
便
番
号
・
住
所
・

　
名
前
を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

〈返信の表面〉 

返信

〇〇〇-〇〇〇〇

大阪市立水都国際中学校・高等学校の特色
大阪市（設置者）

管理・運営

学校法人 
大阪YMCA
（指定管理法人）



校長先生インタビュー

海 城
の
教
育
が
、
ガ
ー
ッ
と
一
気
に
飛
躍
す
る

よ
う
な
イ
メ
ー
ジ
。
そ
れ
を
表
現
し
ま
し

た
。

――
生
徒
の
学
力
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組

み
に
は
、
ど
ん
な
も
の
が
あ
り
ま
す
か
。

　
元
々
、
学
力
的
に
は
本
当
に
恵
ま
れ
た

生
徒
た
ち
が
集
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
が
、

や
は
り
得
手
不
得
手
は
あ
り
ま
す
か
ら
、

中
学
１
、
２
年
時
に
は
、
個
々
の
学
力
に

合
わ
せ
た
「
指
名
講
習
」
の
制
度
を
設
け

て
い
ま
す
。
こ
れ
に
指
名
さ
れ
た
ら
必
ず

出
席
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
お
、

進
学
校
で
す
の
で
、
高
校
３
年
時
に
は
、

大
学
名
を
冠
し
た
講
座
な
ど
を
多
数
用
意

し
て
お
り
、
受
験
体
制
を
強
化
し
ま
す
。

専
門
性
の
高
い
授
業

――
２
０
２
５
年
度
入
試
で
、
東
京
大
学

の
合
格
者
数
は
49
人
。
高
い
実
績
を
支
え

る
先
生
方
を
ど
う
評
価
し
て
い
ま
す
か
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
教
科
の

専
門
性
は
極
め
て
高
い
で
す
。

準
備
さ
れ
る
教
材
や
展
開
さ

れ
る
授
業
は
大
変
ハ
イ
レ
ベ

ル
で
、
先
生
方
は
ま
さ
に
プ

ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
な
教
員

集
団
で
す
。
高
い
進
学
実
績

を
維
持
す
る
た
め
の
研け

ん

鑽さ
ん

は
、

自
主
的
に
行
っ
て
お
り
、
教

育
に
対
し
、
と
て
も
誠
実
に

向
き
合
っ
て
い
る
の
が
分
か

り
ま
す
。
海
城
の
強
み
は
こ

こ
に
あ
り
ま
す
。
先
生
方
が

思
う
存
分
力
を
発
揮
で
き
る

環
境
を
整
え
て
い
く
の
が
僕

の
仕
事
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

――
例
え
ば
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
で
す
か
。

　
中
等
教
育
の
時
期
は
、
人
間
と
し
て
の

発
達
段
階
に
あ
る
の
で
、
当
然
い
ろ
い
ろ

な
こ
と
が
生
徒
た
ち
に
起
こ
り
得
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
不
安
定
な
時
期
だ
か
ら
こ
そ
、

僕
か
ら
生
徒
た
ち
に
「
自
由
」
の
意
味
を

し
っ
か
り
と
伝
え
て
い
ま
す
。

――
自
由
に
つ
い
て
伝
え
る
と
は
。

　
僕
は
、
海
城
に
あ
る
自
由
は
「
秩
序
的

自
由
」
で
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
自
由

と
は
、
や
り
た
い
放
題
を
意
味
し
ま
せ
ん
。

人
間
と
し
て
許
さ
れ
な
い
こ
と
に
は
、「
ノ

ー
」
と
言
う
べ
き
で
す
。
こ
の
秩
序
的
自

由
に
つ
い
て
、僕
は「
海
城
の
自
由
」と
い

う
詩
を
生
徒
た
ち
の
た
め
に
書
き
ま
し
た

（ https://www.kaijo.ed.jp/poem
s/ 

35829

）。
そ
の
よ
う
な
秩
序
的
自
由
が

あ
る
中
で
、
先
生
方
が
安
心
し
て
専
門
性

を
磨
く
た
め
の
時
間
を
割
け
る
よ
う
に
、

校
長
と
し
て
の
責
任
を
担
っ
て
い
き
ま
す
。

校
長
就
任
１
年
目
か
ら
、
１
０
０
人
ほ
ど

の
全
教
職
員
に
対
し
、
学
年
初
め
に
お
よ

そ
10
分
間
の
個
別
面
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。

教
職
員
の
皆
さ
ん
一
人
一
人
が
大
切
な
存

在
で
あ
る
と
い
う
僕
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

で
も
あ
り
ま
す
。

――
ご
自
身
は
、
探
究
型
概
念
学
習
を
本

質
と
す
る
国
際
的
な
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

「
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア（
Ｉ
Ｂ
）*」の
普
及
に

長
く
努
め
て
こ
ら
れ
ま
し
た
。

　
１
９
９
１
年
以
来
、
Ｉ
Ｂ
教
員
と
し
て

Ｉ
Ｂ
に
携
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
海

城
が
大
切
に
し
て
き
た
も
の
と
し
て
「
公

平
性
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、
こ

れ
は
Ｉ
Ｂ
教
育
の
教
育
方
法
で
も
あ
り
ま

す
。
一
人
一
人
が
抱
え
る
学
習
上
の
障
壁

を
取
り
除
い
て
、
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
ま

せ
て
あ
げ
る
こ
と
が
、
Ｉ
Ｂ
の
指
導
で
も

非
常
に
大
切
に
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
Ｉ
Ｂ
の
核
で
あ
る
「
探
究
」、

こ
れ
も
海
城
で
は
以
前
か
ら
行
っ
て
い
ま

す
。
中
学
で
は
、
独
自
に
「
社
会
Ｉ・Ⅱ・

Ⅲ
」
と
い
う
総
合
学
習
を
設
け
て
い
ま
す
。

30
年
前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
海
城
の
名
物

授
業
の
ひ
と
つ
で
、
教
科
書
を
使
わ
ず
、

社
会
問
題
な
ど
を
テ
ー
マ
に
探
究
型
の
授

業
を
展
開
し
て
き
ま
し
た
。

　
２
０
２
１
年
夏
に
は
、
化
学
、
物
理
、

生
物
、
地
学
す
べ
て
の
実
験
室
を
備
え
た

地
上
３
階
建
て
の
「
サ
イ
エ
ン
ス
セ
ン
タ

ー
（
新
理
科
館
）」
が
完
成
し
、
こ
ち
ら

で
も
探
究
型
の
学
び
を
深
め
て
い
ま
す
。

英
国
で
の
海
外
研
修
に
参
加
し
た
高
１
、２
年
の
生
徒
ら

（
写
真
提
供
◎
海
城
学
園
）

海城中学高等学校 大迫弘和 校長

唯
一
無
二
の
探
究
型
学
習
で

リ
ベ
ラ
ル
で
フ
ェ
ア
な

「
新
し
い
紳
士
」を
育
成
す
る

海
城
中
学
高
等
学
校（
東
京
都
新
宿
区
）は
、１
８
９
１
年（
明
治
24
年
）創
立
の
海
軍
予
備
校
を
前
身
と
す
る
。

東
京
大
学
の
入
学
試
験
合
格
者
数
は
、常
に
全
国
上
位
。受
験
だ
け
で
な
く
、

公
平
性
や
自
由
な
ど
を
重
ん
じ
る
教
育
方
針
に
つ
い
て
、詩
人
で
も
あ
る
大
迫
弘
和
校
長
に
聞
い
た
。

取
材
・
構
成
◎
岩
下 

亮
（
読
売
新
聞
教
育
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
事
務
局
）　
写
真
◎
多
田
貫
司
（
同
）

「
生
徒
主
義
」を
貫
く

――
海
城
中
学
高
等
学
校
の
伝
統
に
つ
い

て
う
か
が
い
ま
す
。

　
海
城
は
、
今
年
で
１
３
５
年
目
を
迎
え

ま
し
た
。
伝
統
校
の
校
長
と
し
て
の
使
命

は
、
培
わ
れ
て
き
た
教
育
に
敬
意
を
示
し
、

そ
れ
を
大
切
に
し
、
同
時
に
望
む
べ
く
は

学
園
を
さ
ら
に
発
展
、
前
進
さ
せ
て
い
く

こ
と
。
校
長
就
任
以
来
ず
っ
と
そ
の
こ
と

を
考
え
て
い
ま
す
。

――
ど
の
よ
う
な
構
想
を
お
持
ち
で
す
か
。

　
海
城
に
集
っ
た
「
海
城
生
」
た
ち
の
一

人
一
人
を
徹
底
的
に
大
切
に
し
て
い
き
ま

す
。
つ
ま
り
、「
生
徒
主
義
」
を
貫
く
こ

と
で
す
。
一
人
一
人
を
大
切
に
と
い
う
思

い
は
、
教
職
員
に
対
し
て
も
同
じ
で
す
。

生
徒
と
教
職
員
を
徹
底
的
に
大
切
に
す
る

と
い
う
二
重
性
が
備
わ
れ
ば
、
海
城
は
爆

発
的
な
力
を
つ
け
て
い
け
る
で
し
ょ
う
。

――
「
爆
発
」
と
は
。

　
芸
術
家
の
岡
本
太
郎
さ
ん
の
名
言
「
芸

術
は
爆
発
だ
」
に
あ
や
か
っ
た
の
で
す
が

（
笑
）。
単
に
、
大
学
合
格
者
数
が
増
加
す

る
、
と
い
う
意
味
で
は
な
い
で
す
。
１
３

０
年
以
上
に
わ
た
り
培
わ
れ
て
き
た
海
城

9
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い
き
た
い
の
か
」「
何
を
学
び
た
い
の
か
」

「
ど
う
社
会
貢
献
し
た
い
の
か
」
を
考
え

る
中
で
、
自
由
に
進
路
を
選
択
で
き
る
こ

と
で
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
上
を
目
指
す
生

徒
に
対
し
、
我
々
教
職
員
は
公
平
に
、
全

力
で
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い
き
ま
す
。

――
目
指
す
生
徒
像
と
は
。

　
さ
き
ほ
ど
「
秩
序
的
自
由
」
に
つ
い
て

話
し
ま
し
た
が
、
そ
こ
に
、「
選
択
の
自

由
」、「
精
神
の
自
由
」、
そ
し
て
「
行
動

の
自
由
」
も
加
え
た
い
。
こ
れ
ら
が
保
障

さ
れ
れ
ば
、
生
徒
た
ち
は
伸
び
伸
び
と
人

間
と
し
て
成
長
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。

　
海
城
で
は
リ
ベ
ラ
ル
で
フ
ェ
ア
な
精
神

を
持
っ
た
「
新
し
い
紳
士
」
の
育
成
を
目

指
し
て
い
ま
す
が
、僕
は
、「
新
し
い
紳
士
」

に
は
「
マ
ナ
ー
」
や
「
上
品
さ

（decency

）」
も
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま

す
。
先
生
と
生
徒
と
の
間
だ
け
で
な
く
、

生
徒
同
士
や
家
族
内
で
も
そ
う
。
さ
ら
に
、

自
分
と
異
な
る
文
化
や
言
語
を
持
っ
た
人

た
ち
に
対
し
て
も
、
マ
ナ
ー
を
守
る
こ
と
、

上
品
で
あ
る
こ
と
が
、
新
し
い
紳
士
と
し

て
の
大
切
な
要
素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

＊  

国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
（
I
B
）

１
９
６
８
年
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
誕
生
し
た
国
際
標
準
プ
ロ

グ
ラ
ム
。
「
多
様
な
文
化
の
理
解
と
尊
重
の
精
神
を
通
じ

て
、
よ
り
良
い
、
よ
り
平
和
な
世
界
を
築
く
こ
と
に
貢
献

す
る
、
探
究
心
、
知
識
、
思
い
や
り
に
富
ん
だ
若
者
の
育

成
」
を
使
命
と
し
て
掲
げ
て
い
る
。
２
０
１
３
年
か
ら
文

部
科
学
省
も
I
B
の
国
内
普
及
を
推
進
し
て
い
る
。

大お
お

迫さ
こ

弘ひ
ろ

和か
ず

さ
ん

１
９
５
３
年
東
京
都
生
ま
れ
。
東
京
大
学
文
学
部
卒
業
。
学
校
長

や
大
学
教
授
、
文
部
科
学
省
国
際
バ
カ
ロ
レ
ア
日
本
ア
ド
バ
イ
ザ

リ
ー
委
員
会
委
員
な
ど
を
経
て
、
２
０
２
３
年
、
海
城
中
学
高
等

学
校
の
第
14
代
校
長
に
就
任
し
た
。
教
育
関
係
の
著
書
や
詩
集
多

数
。
詩
人
の
谷
川
俊
太
郎
氏
と
も
交
流
が
深
か
っ
た
。

――
著
名
人
に
「
海
城
学
術
顧
問
」
を
お

願
い
し
て
い
ま
す
ね
。

　
私
の
校
長
着
任
後
に
始
め
た
も
の
で
、

海
城
生
の
知
的
好
奇
心
、
社
会
的
問
題
意

識
、
芸
術
的
感
性
に
大
き
な
刺
激
を
与
え

て
く
だ
さ
る
で
あ
ろ
う
方
々
に
就
任
を
お

願
い
し
ま
し
た
。
私
の
友
人
で
様
々
な
分

野
で
活
躍
さ
れ
て
い
る
８
人
の
方
々
が
引

き
受
け
て
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
詩
人
の
仲
間
で
あ
る
シ
ン
ガ

ー
・
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
加
藤
登
紀
子
さ

ん
。
23
年
９
月
、
24
年
10
月
に
は
、
高
校

２
年
生
が
修
学
旅
行
で
沖
縄
県
に
向
か
う

直
前
、
加
藤
さ
ん
に
平
和
教
育
を
テ
ー
マ

に
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
歌
ま
で

披
露
し
て
く
だ
さ
り
、
一
般
の
コ
ン
サ
ー

ト
だ
っ
た
ら
フ
ァ
ン
が
押
し
寄
せ
る
よ
う

な
、
感
動
的
な
講
演
で
し
た
。
海
城
生
の

た
め
に
詩
を
書
く
こ
と
、
海
城
学
術
顧
問

な
ど
、
僕
が
や
れ
る
こ
と
を
惜
し
み
な
く

海
城
に
さ
さ
げ
て
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

八
ヶ
岳
を
目
指
す

――
卒
業
生
は
多
彩
で
す
ね
。

　
お
よ
そ
３
万
人
の
卒
業
生
は
、
等
し
く

海
城
愛
に
満
ち
て
い
ま
す
。
同
窓
会
で
あ

る
海
原
会
の
会
長
を
務
め
る
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
の
徳
光
和
夫
さ
ん
の
よ
う
に
、
い
ろ
い

ろ
な
分
野
で
卒
業
生
が
活
躍
し
て
い
ま
す
。

学
校
の
運
営
法
人
「
海
城
学
園
」
の
古
賀

喜
博
理
事
長
が
「（
国
内
最
高
峰
の
）
富

士
山
だ
け
で
は
な
く
、
八
ヶ
岳
を
目
指
せ

ば
い
い
。
い
ろ
い
ろ
な
山
々
が
存
在
す
る

中
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
頂
上
を
目
指
す
の
が

海
城
だ
」
と
話
し
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
通
り
だ
と
思
い
ま
す
ね
。
海
城
で
は

「
ど
こ
ど
こ
大
学
を
目
指
さ
な
い
生
徒
の

面
倒
は
見
な
い
」
な
ど
と
い
う
よ
う
な
こ

と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
教
育
で
大
事
な
の

は
、
生
徒
た
ち
が
「
ど
う
や
っ
て
生
き
て

総合学習「社会Ⅲ」の授業で、それぞれの発表に対して
意見交換する中学３年の生徒ら

サイエンスセンターの外階段を使って、チューブ内の水の高さで
大気圧を測る実験をする中学２年の理科Ⅱ（地学）の授業
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